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特集「学校新時代j 協 賛

Ni c: hi gCl k u  

環境にやさしい MC . : r . 浩黒板

。

安全接着剤を使用しないので、voc発生の心配がなく、空気を汚しません。

厨単分割納品が可能なので、ロングサイズも短時間で楽に施工できます。

環境にやさLL3 57広話7271認罫? して、傷んだ表面材だけを

コ ス ト 低 減 表 面 材 は 何 度 で も 貼 り 替 え 可 能。施工が簡単でコスト低減になります。

4軍準タイプ

P L  

ミーティングシーンに不可欠な 「書くJ 、「記録するj 、「写す」の3役を1台でこなす

優れもの。豊富な品揃えの中から、用途に合わせて選べます。

. 4色カラープリント標準装備 ・LAN・USBメモリ対応 I Ji Tt9 

・スクリーン機能搭載 ・脚付きタイプ/ 壁掛タイプ

・サイズは標準タイプとワイドタイプから選べます

htt :/ / www. ni chi aku. co.  .  /  

コミュ二ケーションボードで明日を拓く 1 ・支庖・営業所 埼 玉 営 業 所 公 ( 048) 525- 2227 ( 代)

。 日 学 株 式 会 社

東 京 支 后 f i ( 03)  5440- 2400  ( 代) 静 岡 営 業 所 公 ( 0 5 4) 644- 1335 ( 代)

大 阪 支 庖 f i ( 06)  6329- 0546 ( 代) 名古屋営業所 f i ( 052)  353- 1722 ( 代)

仙 台 支 底 f i ( 022 )  259- 5557 ( 代) 金 沢 営 業 所 公 ( 076) 240- 880 1  ( 代)

札 幌 営 業 所 公 ( 01 1) 773- 8553 ( 代) 福 岡 営 業 所 公 ( 092) 953・1415 ( 代)



社団法人日本建築協会

創立90周年記念式典・

シンポジウム・祝賀会のご案内

本会は、本年 3 月30日に創立90周年を迎えます。この意義ある年を記念して、記

念式典 ・シンポジウム ・祝賀会を開催いたしますのでご案内申し上げます。

参加ご希望の方は、下記申込書により F AXでお申し込み下さるようお願い申し上げ

ます。

記念式典・シンポジウム・祝賀会

平成19年 3 月30日( 金) 15:  30より

場 所 / 東天紅 大阪市中央区大手前 1- 7- 31 OMMビル20階

TEL06- 6944-1 015 

回 記念式典 (15: ＳＰｾＱＶ Ｚ＠ 15)  

. 式辞 ・来賓祝辞

回 シンポジウム (16 :  ＲＵ ｾ ＱＸＺ＠ 25)  

・テーマ “近代建築力" 再発見!

団 祝賀会 (18 : ＳＵ ｾ ＱＹ Ｚ＠ 35)  

. 立食スタイル

・感謝すべき方々への謝意

・第 7 回日本建築協会賞表彰

・定員 150名

・講 師坂本勝比古( 神戸芸術工科大学名誉教授)

松隈章( 竹中工務居大阪本居設計部)

・会 費 5000円

・定員 150名

栗本智代( 大阪ガスエネルギー ・文化研究所)

・定員 150名

*  [1..1<: ill 築 協会Tt とは

m寝に| 刻するあらゆる分野において、 社会に貢献

した団 体または個人に対 しその業紛 を称える賞。

今回で 7 回目。

( その他、シンポジウムの詳細は次頁参照)

. 申込方法

下記のFAX申込書にてお申し込み下さい。 ( 先着順)

( 参加証は発行しませんので、この案内に沿ってご参集下さい)

. 申込先

( 社) 日本建築協会総務課

TEL ・06-6946-6981、 FAX ・06- 6946- 6984

Emai l  :  soumu@aaj . or. j p 

. 申込締切

2007年 3月23日 (金)

・祝賀会会費納入方法

事前に下記口座へお振り込みいただくか、当日受付にてお支払い下

さい。 ( 口座名義社団法人白本建築協会)

*  

- 郵便振替口座 00910- 9- 39975 

- 三菱東京UFJ 銀行五町支庖( 普通 NO. 210054)

. りそな銀行北浜支庖( 普通 NO.272234)

- 三井住友銀行大阪中央支庖，( 普通 NO. 860034)

. 交通案内

「一一一一一一ーー一一一

京 阪 電 車 「天満橋 」 東 出 口 「

I O MM 8 2 に連絡

地下鉄谷町線 「天満橋J 北出口① 」

創立90周年記念式典・シンポジウム・祝賀会

参加申込書 FAX:  06-6946-6984  

1  . 申込区分( ご参加いただけるものすべてにO印をして下さ p)

記念式典出席・ シンポジウム 出 席 ・ 祝賀会出席

2 . 申込者氏名 3. 所属

4. 連絡先

住所 〒 T E L  

5 . 祝賀会会費の支払い方法 (0 印をして下さ p )

三井住友 ・三菱東京UF J . りそな ・郵便振替 ・当日現金持参

建築 と社会 ・2∞7.2 1  
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日本建築協会

& 邑

冨ロ

日本建築協会90周年記念事業 記念シンポジウム

「“ 近代建築力" 再発見! J  

独自の建築文化を形成してきた関西の近代建築の歩みを振り返るとともに、近年盛んになって

きた近代建築を活かした企画事例を紹介し、様匂な可能性を秘めた「近代建築力」による都市

づくりの可能性について探っていきたい。

*  

・日時 平 成19年 ( 2007年) 3 月30日 ( 金) 16: 25"- 18: 25 

・会場地下鉄「天満橋J OMMビル20階「東天紅」

・定員 150名

〈基調講演> I関西の近代建築を支えた人匂」

一一坂本勝比古( 神戸芸術工科大学名轡教授)

*  

関西の近代建築は関東に対する対立軸として華勺しい発展を遂げて

きた。それはこの地が我が国資本主義興隆期に、商工業の中心地と

して位置付けられてきたからに他ならない。その中核としての日本

建築協会の誕生があり、これを支えた人勺の活動は、まさにこの国

の近代建築のドラマチックな展開を可能とした大きな要員のーっと

なっている。これからの日本建築協会のさらなる飛躍への一助とす

べく、関西における建築史家の重鎮として、その9 0年の歩みを振

り返り、その足跡に光を当てて語っていただし

( /  '¥ネルディス カッション〉

. 発信-1

「建築を社会に聞いていく 一近代建築から学ぶ活動を通じて」

一一松隈章( 竹中工務庖大阪本庖設計部)

阪神大震災以降に松隈氏がかかわった「武田五一 芝川邸実測調査J

「関西のモダニズム建築2 0選展企画 ・実施J r共同企画・近代建築

は関西がおもしろい l 見学・講演会企画・実施J rドコモモ 1 0 0

選展I n大!被の企画・実施J などの紹介を通じて、「近代建築から学

ぶことJ r建築を文化として残していくことJ r建築を社会に聞いて

いくこと」などについて「設計者J そして「キュレーターH 企画者J

といった視点、から語っていただく。

. 発言-2

「大阪まち文化を支える近代建築の可能性」

一一栗本智代( 大阪ガスエネルギ ・文化研究所〉

近代建築物の維持保存の一環として、特に大阪では、各々の建築様

式や雰囲気を大切にしながら、現代的な視点で、力フェやレストラ

ン、ショッブなど、聞かれた「場J が数々創られ、大阪の活性化に

大きく貢献している。こうした事例を紹介しながら、今日の都市文

化の一翼を担う 「近代建築力J を語 っていただく。

・ディスカッション

テーマ 「都市づ くりに活かす “近代建築力"J

パネリスト 坂本勝比古・栗本智代・松隈章

司 会 佐野吉彦( 日本建築協会会長)

坂本勝比古 氏

一、司

栗本智代 氏

松 隈 章 氏

色

司会/ 佐野吉彦

お申し込みは前頁の申し込み書にてお願いいたします

1949年一神戸工業専門学

校建築科卒業

1949年一神戸市復興局建

築課勤務

・イタリア政府給資生とし

て口マへ留学後、千葉大

学、神戸芸術工科大学教疫

を歴任。

1988年一奈良女子大学家

政学部卒業

1988年一大阪ガス納入社

1991 年一大阪ガスエ才、ル

ギ ー 文 化 研 究 所

- 現在、大阪の個性や魅力

を探求し、まち歩きコース

や観光ルート開発に取り組

む。

1980年一北海道大学工学

昔日建築工学科卒業

1980年一竹中工務后入社

- 現在、大阪本居設計部勤

務。「関西のモダニズム建

築20選展j 企画の一人と

して; 舌E塁。

1981 年一東京浬科大学大

学院工学研究科( 建築学専

攻) 修了

1981年一竹中工務庖入社

- 現在、安井建築設計事務

所代表取締役社長。 日本建

築協会会長。



平成18年度

第2回通常総会開催

平成18年度

建築工事実務講習会

主催 (凶日本建築協会

本 講 習 は ー 出

「C P D対象

J IAのC P D対象です (7単位)。

日本建築協会

ゐ 血

耳目

平成18年度第 2 回通常総会を右記の

とおり開催いたしますので、ご出席頂

きますようお願いします。

と き 平 成19年 2 月28日 (水)

午後4時から4時40分

と こ ろ 大F反マチャンダイス ・

マー卜ビ j レ

地下 1階ギャラリー

大阪市中央区大手前1- 7- 31

なお、開催通知は個人正会員、団体正会員あて別途送付いたします。

ご欠席の場合は 『返信用ハガキj にて必ず委任状の送付をお願いします。

お問い合わせ先 (社) 日本建築協会総務課 06- 6946四 6981

と き 平成19年 2 月20日(火)

午前 9 時 5 分~午後 5 時 5 分

ところ 工ル・ おおさか 5 階石刑彦室 2

大阪市中央区北浜東3- 14

定 員 100名 (先着順)

受講料 15，000円 (含テキス卜代)

* 消費税を含む。

* テキス卜 は、当 日配布

- 申込要領

下記受講申込書に必要事項ご記入の上、

受講料を添えて本会編集事業課までお

申し込み下さい。( 受講料は銀行振込 ・

郵便振替でも可。但し、その場合お払

込みいただく前に、必ず受講申込書を

- 京阪・地下鉄谷町線

郵便かFA Xでお送りください) 引き換

えに受講券をお送りいたします。

- 申込先

制 日本建築協会

〒540- 6591 大阪市中央区大手前1 - 7-31

大阪マーチャンダイス・マートビル 7 階

T E L.  (06)  6946- 6981 

F AX.  (06) 6946- 6984 

e-mai l :  ji gyoka@a aj.or.j p  

http:// www.aaj .or .jp 

- 受付時間 毎日、午前 9 時半~午後

5 時半。但し、土 ・日・祝日 を除く 。

- 詳細は、事務局編集事業課へお問い

合わせください。

- 三井住友銀行

大阪中央支庖 (普通胤860034)

・三菱東京UFJ 銀行

瓦町支底 Ｈ 普通トｾＨｬ ＲＱ 0054)  

・ りそ な銀行

北浜支庖 (普通ぬ272234)

・郵便振替口座 00910- 9- 39975 

「天満橋j 駅より西へ300m

・京阪・地下鉄堺筋線

「北浜」駅より東へ5 0 0 m

議 案 ・第 1 号議案

平成19年度事業計画(案) の件

. 第 2号議案

平成19年度収支予算 (案) の件

. 科目・講師

一歩踏み込んだ先手の計画! !

施 工 計 画

有 光 利 治氏

鹿島建設伐糊西支底

建築部生産計画ゲループ長

河 野 浩司氏

自制守中工務庖大阪本信

建m技術部課長技術担当

適切な施工計画 を立案できることが、

建築現場技術者の必須条件です。安全

で、経済的な施工計画を解説します。

計画 と一致した仮設費を 11

仮 設 見 積

阪 井 総氏

側大林組本庖建築生産技術部

仮設見積り、施工計画一 1 グループ長

仮設工事費は、一般には非常に把握し

にくい面があ って、ついつい単位面積

当たり 、あ るいは請負金比率のみで処

理されがちです。施工計画に基づいた

合理的で迅速な見積方法を解説します。

ーーーーーーーーーーーーーー ー 司ーーーーーーキ リ ト リ 線ーーーーーーーー一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー

平成18年度建築工事実務講習会受講 申 込書
No. 

社団法人日本建築協 会 御 中 年 月 日

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 齢

所 在 地

事 業 所 名 名)  

( または氏

担 当 責 任 者

電 話 番 号

受講料支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行振込 - 郵便振替 ( いずれかにO 印 を付し て下さい)

会 員 区 分 - 当会会員 - 大阪府建築士会会員 • J IA会員 (No - 無所属

※ 受講申込山が足りない喝合は、複写して下さい。

3  
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社団法人 日本建築協会

I日本建築協会80年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価包000円

旧本建築協会80年史」

A4判・240頁・並製本

1999年ア同に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷 -頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会j の変遷 /

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 -関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく 、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ.口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野批一郎・横潰 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

機尾義貫・足 立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動J 一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・犠尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 . 執筆ワーキンググループ

子540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マ チャンダイスゃ・マートビル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 F，刈< 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3 ，000円( 税・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限リがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

即時・……・山一

四 一 一 一 叩H

W 一 一 …
… 岡 山 町 一

，." .. 崎山附州 ａｌ ，Ｎ，Ｂに ｡ 肱即 ＢＮＮｕｬｬｲｴＮＮＮｾＢ

回一…ｾＱＺＧＧＧＮ ｾｦＩ山一一一周一
一…川__. . . ，. . . ，， 1 &:.. - . c... . . e: t . . ' _t . … 山

一 一 一 一 一 - … ・ 昨 日 山U

…一引" ー可( " M' >' ! ' . _ . 1t t圃』…

Ｎ開‘ｾ .. 
ｗ 削剛院 ｾｾｬ｟

圃困閣時閣岨… 4 ・ト・

一 一 一 ・ ・ …

帆 _...t .... t州問岬，_. ・-
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学校新時代

新たな|時代の文教胞設を目指して

~安全 - 安心で些かな文教施設の創造~・小林正浩 18  

神戸ポートアイランドのまちづくりと学校

新し L 、まちづくりと学校

~神戸ポー トアイランドのキャンJ { スゾーンとまちの将来~・水間収三 一一一一一一 20

神戸女子大学と事1
1
戸女子短期大学

~キャンパスゾーン l時代を迎えて~・河上誓作 22 

神戸女子大学健康福祉学部の言|画

~海似肋もの遠景にも配慮して~・小薗龍一 23 

事1
1
戸学院大学のキャンパス計 画

~者
11市と共生する新キャンパス~・児玉謙 24 

兵庫医療大学のキャンパス計画

- 1コミュニケーションj をコンセ プ 卜として~・八幡健志 26 

魅力を高める学校ヘ

小林聖心女子学院~伝統と新 しさが出合う教育の創造を~・宇野三恵子一一一一一 28

小林聖心女子学院の設計

~“ 建築" をめぐるかかわりを通して~・中村篤史 30 

新しい教育システムの学校

水と緑の健康都市( 箕面森| 町) の小中一目校・中野仁司

( 仮称) 水と緑の健康者11市小中ー貰校の設計

~「縁」を形成する要素としての学 校 ~・高坂憲治

伊 丹 産 業 株 式 会 社 埼 玉 精 米 工 場

32 

33 

42 

d 与土ヒ

ＢＢｾコ

作品作風
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北摂総合病院
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特別企画

Ｊ平成 Ｑ Ｘ 年 Ｑ Ｒ 月分の月間の ￭ｦｾ ｊ きは、 Ｓ 月号に ｴｾ ｬ 載します

木村・松隈研究室 (京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造形科学域建築設計学専攻) 14 

「木に向か うJ (六車誠二) ・赤 木 隆 16  

大阪市建築安全マーク・山田耕治 35 

都市部での利用が期待される地中蓄熱・中村慎 36 

ブルーノ・タウ卜展ーアルプス建築から桂離宮へー. rル ・コルビジュジエのパ 37 

ビリオン建築」展大阪市立美術館「日展J . 京都府美術工芸新鋭選抜

展フォーラム「企業がこどもたちに伝えたいことJ . 1住文化サロン・セミナーj

を定期開催. 第10回マンションライフフェア「集住博2007J. 1カワサキワー

ルドJ と r KOBE とんぼ玉ミュージアムJ の 見 学 会 ビ オ卜ープ管理士誕生

Mi l ano Sal one Tour  2007.  r街づくり ・流通ルネサンスJ

防水・人と地球にやさしい建物を目指して ・①臭いと艇を感じさせない防水工法

日新工業株式会社
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由甲

設 計 ・監 理 園

大 林 組 本 庖 一 級 建 築 士 事 務所

施 工 ・

大 林 組

北 摂 総 合 病 院

北摂総合病院は大阪府北部地域における地域中核病院。かねてより老

朽化が問題となっていた施設の移転新築を図った。忠者にやすらぎと

安心感を与える明るく開放的な建物をめざした。

- 建物構成と外観デザイン

建物は北1Jl Uの住宅地に配慮してセットパックさせた基泊状の低層部

(外来 ・診療部) に高層部( 病棟) を重ねた断面構成とし、 病棟|精は

日影の影響を軽減するため北側11 を頂点とした三角の平而形を採用し

た。三角形の頂部にデイルームを配置することて、各|溜にパノラ マビ ュ

ーを縦保した明るく開放的な癒しの空間を提供する乙とが出来た。エ

ントランスロビーは二府吹抜けとしアイランド型のコンパクトな受付

カウンターを中心に広がりのある見通しのよい空間j を実現した。外在日

は三角の平面形と、コーナーのガラスカーテンウオールで、新病院の

アイデンティティを表現する泣かな表情を創出している 。

- 空間っ くりのコ ンセプト

新病院の空間づくりについては、 f! ;B、i者さまがやすらぎ癒される空mlJ

を目標とした。 目株実現のために、インテ リア、サイン、家具、アー

トを 一体のものとして検討していく乙とでそれぞれが調和した癒しの

空間を創出するように努めた。 エントランスロビーは「海と砂浜」を

イメージした開放的で l明るい空間、病室は「花J をイメージした l愛し

く心地よい空間をめざした。サインは「ハワイの花」をデザイン化し

たシンボルマークをフロアごとに設定し、忠者の遊び心を引き出す。

またオリジナルにデザインした木目調カウンターや家具、テーマにそ

って院内に配置したアートワー クは患者の癒しゃス トレス軽減に寄与

するものと考える 。 さらに 4 階屋上にはガーデンテラスを設置し忠者

が直桜草花にふれ自然を感じることができるスペースとした。

- 医療施設としての試み

外来診療部門では、 2診察室ごとにクラークカウンターを配置し、診

察室への呼込みゃ院内案内などスタ ッフによる親密な忠者サービスに

対応、さらに番号呼出表示システムを導入す る乙とで中待ちのない待

合ロビーを採用した。 また忠者のプライパシー確保に配慮、した個室ブ

ース 化 された相談コーナ一、電子カルテ等情報システムの導入による

独立したアイランド型の コンパク トな総合受付カウンタ一 等、先進的

な試みをしている 。 (増田徹/ 大林組)

所 在 地 大阪府高槻市北柳川町6- 24

敷地面積一一一 5，751. 60ni

建築面積 3，407. 93ni  

延床面積一一一 12，461. 51ni  

術 選 規 模 S 造 、 B 1F、 8 F

工 期 一一一2004年 6 月- 2006年 3 月

撮 影一一一エスエス大阪、前川プロ

外 来 待 合 ホ ル
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言宣言十 ・ 監 理圃

大 林 組 本J苫 ー 級 建 築 士 事 務 所

施 工・

大 林 組

宗 教 法 人 天 聖 真 美 会 宣 教 本 部

建築のコンセプ卜は、教団の教義の象徴である 「御神体を 1:1.
1
心に波紋状

に広がる光j を具現化し、御利'! 本が銀座される巨大な円錐柱を頂点とし

た扇型の大屋根の下に、同心円状に3690人の信者を収容するガラス張り

の御神前と諸室を配置した、求心的な空|間構成としている 。

外観デザインにおいては、 「ステンレスの大屋糠」、 i j!;l J りJVLの白煉瓦 タイ

ル貼の円錐柱と 2 つの礎J 、「昨日11 ¥1 を埋める大ガラス而」の 3 つの 炭素に

限定することで、建築コンセ プ 卜を純粋に表現し、宗教的 Ｂ Ｑ Ｎ Ｑ 心と ｾ 築 的

rl' 心が重なり合う建築計画一心の柱を力の柱へーが象徴的を表現した。

「事1
'

館“ かむやかたっ笑現の為、村
li
造部材はもとより、天井やカーテン

ウオールなどの非構造部材にも高い耐震性能を追求し、 ＱＳＺ 匠・特 Ｑｾ ｊｩＡｴ . 設

備がー{ 本となり、エンジニアリングとデザインの統合を目指した。

特に御事1'前の天井では、 13匠的には 「御神体を中心とした波紋状の広がり 」

を具現化したデザインとし、桝造的には「大地震でも仕上げ材を含め- I J l

Ｑｾ｝ の ＱＡ｜｜｜ 、 ｪ 耐震性能を持ち、設 備的には 「大空 間の空調 システムとｒｬｬ築

デザインとの整合j を笑現している 。

所 在 地 一一一滋賀県草津市南山田

敷地面積 一一一53，561rri 

建築面積 一一ー 7，764rri

延床面積 一一一11 ，301rri 

情造規模 一一一S 造、S R C造、2 F

工 期 一一一2003年 11 月- 2005年 10月 (本殿) . 2006年 5 月 (外構、他)

最寄り駅 一一一 J R琵琶湖線・草津駅

織 影 一一一河合止揚 (アトリエリベラ )





I H  

事 業 主・

ジ ヱ イ ア ー ル 西 日本 不 動 産 開 発 株 式 会 社 ・イ オ ン 株 式 会 社

設 計 ・ 監 理圃

大 林 組 本 庖 一 級建 築士 事 務 所

施 工圃

(イ反称) 金沢 駅 前 開 発 ビ ル新 築 工 事 共 同 企 業 体 ( 大 林 組 ・ 大 鉄 工 業 )

金沢フォ- ラス

(J R金 沢 駅N Kビj レ)

金沢駅周辺は、 旧市街地 と新都心を結ぶ位世にあり、北陸新幹線の

開業を控え、 |羽発が急 ピッチで進んでいる 。金沢フォーラスは、ジ

ェイアール西日本不動産|刻発仰とイオン(仰との事業により建設され

たものである 。

フォーラスは全国に既存庖が 4 J苫命I i あるが、 5 応市Ii 目となる金沢屈

はフォーラスとして初の新築である 。

建物は、駅前広場側のテナントが入る rJ;5部i練」 と、各| 格で接続さ

れた 「駐車場事長」の 2棟で構成されている 。

駅前広場に面した脂命Ii株 l 階には、駅広の大きなガラスの [ もてな

しドーム J と迎統した一体の空間を形成する 2層l次抜の 「エン トラ

ンスコート 」を設け、 ヨ|そ!苫者の交流やイベント 開催の場としている 。

底内は 11階から 5 階はファ ッシ ョン系が中心の物版庖錦、 61絡が飲

食脂告ili 、 7 階が 9 館のシネマコンプレ ックスという桝成になってい

る。

外装 は、駅前広場側のカーテンウオールを過して、日中は庖内のア

クティビテ ィーを表出 させ、夜間はカーテンウオールの柱前に設け

たLED照明を多彩に変化 させ、駅前広場ににぎわいを創出 している 。

内装は、 l 階の天井高を4. 5mに、また 1 .  2  ｉ ｾ ｦＮ 床をタイル貼りと

し高級感がある仕上に、 3 ・4 階はカ ジュ アルに、 H 皆のシネマコ

ンプ レッ クスはゆ ったりと落着いた雰囲気にと、各階のテーマに合

わせた仕上としている 。

金沢フォーラスは、北陸エリア最大のフ ァッショ ンビルである 。金

沢周縁エリアも商圏としており、金沢駅周辺がさらに賑わいのある

ものとなり、その"1' 1 心的な商業施設となることを期待している 。

(事l'道 治 ;横山和!J1f 1大林組)

ほ
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配 置 図 兼 11磁平 面 図

金

沢

駅

東

広

場

ーう
所 在 地 一一一石 川 県 金 沢 市 堀 川 新 町 3 番 1 号

敷 地 面 積 一一一10，286. 00rri

建 築 面 積 一一- 9，129.60rri  

延 べ 面 積 一一一61，124.20rri

構 造 規 模 一一一S 造、地 上10階/ 地 下 1 階

工 期 一一一2005年 12月- 2006年 10月

最 寄 釈 一一一 J R北 陸本線金沢駅

IIi1 影 一一一ss北 陸

左 頁 南 西 側 外 観 夜景

右 頁 上 よ り 南 側 外 観/ 1 階 吹 抜/ 6 階 K U U G Oスヲウヱア/ 7 階シネマホール





d 割

建 築 主圃

京 阪 ザ ・ストア

設 計 ・監 理・

大 林 組 本 底 一 級 建 築 士事 務所

施 工・

大 林 組

フレス卜松井山手届

J R東西線松井山手駅前に、 地域の核となる線合尚. 業施設が完成し

た。 この地は京|奴グループが IJ 日発小の 「京阪* " ローズタウ ン」の玄

関口で、駅前という好条件に恵まれながら、 7 年前にオープンした

スーパーマーケットをメインとするフレスト松井 LLJ 手庖以外はきを地

となっており、賑わいの乏しいiLj所 とな っていた。 そこで、既存};!'i

のリニューアルとともに新築することになった 2 線の被合尚. 業施設

を、駅前広場を取り閉むように配置することで、t J i の顔と駅前の! 張

わいを創出した。一方、車でのヨIH有者も多く、幹線道路に而した駐

車場を取り囲むよう、新築部分の ｾ ｬ ｩｉ Ｂｬ ｦｲＱＧｩを張り出しており、ロード

サイドショップの要紫も併せ持たせた。

規模 用 途Ｍ 桃 造の異なるｾ物に 対 して、フレーム 構成・庇・色 な

ど、各施設のファサードを形成する! ! r ( 泌を統一 し一体感を持たせてい

る。 また、駅からの取h線上には駅前広幼と 一体とな った オー プンス

ペースを配し 、想、いの場を提供している 。

(事I' lli 治、石井良由美/ 大林組)

所 在 地 一一一京都府京田辺 市山手 中央2-1 他

敷 地 面 積 一一- 23. 161. 18 m ( 合計)

建 築面 積 10，486. 30m ( 合計)

延べ面積 一一一 12.015. 69m ( 合計)

④ 

構 造 規 模 一一一新設棟 S 造 3F、駅 前 棟 RCi 盆2F、既設棟 S 造 1F

ヱ 期 一一一2006年 3 月- 2006年 11 月

愚寄り駅一一一 J R松 井 山 手駅

j量 影 一一一ss大 阪



- 木村・松隈研究室について

京都工芸繊維大学は今年で創立 105年を迎える、工芸科学部 1学部で構成され

る工科大学であり、小規模ながら歴史ある大学です。また2004年同大学大学院

に新しく設計学専攻が新設され、ここでは建築設計の実務家( 建築家) から、よ

り実務的な視点で建築学を学ぶと共に、修了時に修士設計という形態をとる日本

で初めての設計大学院となりました。私たち木村・松隈研究室はこの設計学専攻

に属し、現在修士 2 回生 6 名、修士 1 回生 7 名、 4 回生13名、 3 回生 10名の計

36名の学内でも大所帯の研究室であり、個性的なメンバーで毎日ワイワイと切

瑳琢磨しています。また昨年木村博昭先生が京都工織に来られ、木村・松隈研究

室となってからは更に活気が増しています。同研究室は設計学専攻に属するため

設計を主に行いますが、同時に展示会へも同じ比重で参加し、様々な経験の中で

建築における歴史と設計の聞を行き来しながらそれぞれの腕を磨いています。今

回の研究室紹介では、最近参加した展示会のレポートを通し、私たちの活動とそ

の場の雰囲気をお伝えしたいと思います。

- 試行錯誤の前川園男展 2005年 12月2 3日- 2 0 0 6年 12月2 4日

ちょうど 3 週間前、 1年間様々な会場を巡回し日本各地を旅してきた前川国男

展が終了し、模型が私たちのもとに返ってきました。 1 : 年前に京都から送り出

し、 1年間の旅を終えて帰ってきた少しくたびれた様子の模型を見た時、何か感

慨深いものがありました。前川園男展は2005年に建築家・前川園男の生誕 100

年を迎えたことを受け、彼の人生と功績を讃えるべく開催された展示会であり、

私たちの研究室は当時のMl (現M2 ) と研究生の計 7 名で京都会館の模型を制

作しました。

当時、初めて先生から前川展について、展示会には様々な大学が参加する大型

展示会となること、木模型であること、さらに私たちの研究室が各大学に先立っ

て模型を制作し、参加する各大学で共通項と制作方法を提示するという大役を担

うと聞かされた時、不安でいっぱいになりました。しかし、この突然降って湧い

た話がかえって私たちを動かしました。早速工房に筒り、作りながら考え、やっ

との思いでなんとかスタディ模型・本番模型へと漕ぎ着けることができました。

模型完成までに与えられた期間は 2 ヶ月弱。作業は毎日が失敗と考察の連続であ

り、私たちは手を動かしながら木の特性を知り、また前川園男という人物を探り

ました。問題が山積みの日々でしたが、それでも最後まで精度にこだわり、いく

ら閉め切りが迫ろうとも作り直しを選択し、全員が自信を持って会場へと送り出

写真01 前川園男展・ 京都会館僕型

やっとの思いでついに完成を迎える (2005年09月17日)

せる模型となったのは、足並みの揃わぬ個性の強い 7 人が真正面からぶつかり合

いながら、次第に一つになることが出来たからだと思います。またそれには、生

涯日本における近代建築を模索し、人々のために生きた前川園男の建築に触れ、

そこに大きな温もりと強い意志を様々なカタチで感じた事が大きかったと思いま

す。現在も京都会館へ行く度に、模型制作中のことをよく思い出し、これからも

京都会館は私たちにとって思い出の場所として強く残っていくだろうと思いま

す。

- つながりの吉阪隆正展・京都展 2006年 3 月2 2日- 5月31 日

今も最も印象的な展示会として思い出されるのは昨年春に開催された2006吉

阪隆正展・京都展です。この展覧会は2004年に東京で開催された2004吉阪隆

正展終了と共 lこ倉庫に眠ったままの模型をもう一度世に出し、東京からの巡回展

という形式で京都、九州へと巡回するというものでした。

模型は、東京展の際、約200名以上の人々が参加し作り上げた 5 mを越える巨

大粘土模型を中心に計 4 点、その全てが大きさ放にいくつものパーツに切断され

ていました。それらを再度つなぎ合わせ、 1 つの模型へと組み立てる作業に加

え、今回は “修復" という非常に困難な作業が中心となりました。これまでゼロ

から模型を制作することはあっても修復という作業は誰も経験したことがなく、

まったく想像のつかない作業でした。さらに困難を極めた点は、メンバー不足で

あり、時期的な理由から研究室内ではほとんどのメンパ が参加出来ず、展示会

の計画よりもまず先に研究室を越えた学料金体への参加者の募集が最初の仕事と

なるなど、何もかもが未知数のスタートとなりました。それでもなんとかメンパ

ーが集まり、作業が開始。学内学外合わせて毎日 15- 20名ほどで作業ができる

ようになりました。 1年間倉庫に怒っていた模型はカピがひどく、また解体と搬

出入による損傷もひどく、初めて見た時には 1 ヶ月足らずで修復することは不可

能なように感じられました。また学内のメンバーは誰もが粘土を触る事は初めて

で、怖々粘土を触るような状態でした。そんな私たちも東京展で模型を制作した

方々に粘土の触り方を教えて頂き、何とかカタチになっていったものの、修復と

いう作業は東京展の方々も経験した事がなく、みんなで頭を抱えながら自分たち

の勧だけを頼りにただひたすら作業を続けました。修復作業は、一方を直せば先

に直したはずの反対側にまたひびが入るということの繰り返しでしたが、模型に

触れていると、ここに詰まっている何百人という人の思いが指先から伝わり、絶

対に完壁な状態に戻さねばという意気込みが湧き、全員で迎えた完成は感動もひ

写真04 京都会館制作風景研究室にて だんだんと細か 写真05 吉阪隆正展制作風景模型が徐有に搬入され、 写真06 吉阪隆正展制作風景 大学セミナーハウス本館の

断面復型の修復作業に悪戦苦闘
い作業へと入り、緊張感も指す 作業が始まる ( 2006年02月24日)

(2005年07月29日) ( 2005年03月07日)



写真02 吉阪隆正展 京都展 セミナーハウス模型の前でちょうど第3 回講会であり、パネラー

の内蔵虞さんと録影が実現 [煩影: 北田英治1 ( 2005年05月20日)

としおでした。

今回の京都展のメンバーは、変則的 lこ組んだメンバーであったために、ほとん

どが展示会にかかわることが初めてでした。しかし、かえってそのために展示会

場の構成から運営、模型制作とみんなで考え、模索しながらやり抜くことのでき

た、全てが手作りの素晴らしい展示会となりました。京都展が決定した時、京都

はまだ雪の降る 2 月で、桜の開花とともに吉阪展が始まり、多くの人々と出会

い、また連続講演会として 3 固に渡りシンポジウムが行われ、来客者数は7 2日

間で2 0 0 3人となりました。そして九州展へ向けて巨大模型をもう一度解体、メ

ンバー全員で九州へと向かうトラックを見送り、京都チーム数名で九州へ遠征に

行きました。私たちが九州にいた期間は非常に短期間でしたが、ここでもまた

色々な出会いがあり、非常に印象深い思い出となっています。

吉阪隆正展は私たちが経験してきた展示会の中で最も人と人とのつながりによ

って成り立っていた展示会でした。春休みや休日を返上して有志で参加して下さ

った多数の学生や東京震の方々など本当にたくさんの人々に助けられ、参加者全

員が納得のいく展示会にすることができました。吉阪展では不思議な事にどこか

らともなく人が集まり、気がつけば皆で一つの輸ができる、まさに吉阪隆正の世

界そのものであったと思います。また、吉阪展で築くことのできた人々の緋はこ

れから先もずっと続いていく財産であると思います。

. 8 回目の村野藤吾設計図展

京都工芸繊維大学には美術工芸資料館という博物館があり、これまで様々な展

示会が催されてきており、学生にとって最も身近な博物館となっています。この

資料館に 1 9 9 5年、織々な縁から数万点を越える村野藤吾の設計原図が寄贈され、

資料整理と並行して、毎年展覧会とシンポジウムが開催されるようになりまし

た。 1 9 9 9年から始まった村野藤吾設計製図展も今年で第 8 回目を迎え、大学の

恒例行事としても定着しつつあります。

私たちの研究室も 2 0 0 0年より毎年この展示会に参加しており、学生はM 1 を

中心に 3 回生から全員で役割分担をしながら、 資料盤理、現地調査、 インタビュ

ーのテープおこし、カタ ログ編集、模型制作、ポスター ホームページの制作、

展示会場の構成と設営、シンポジウムを含む会期中のすべての運営についての作

業を行います。

特に模型制作を行う 3 回生は研究室配属直後のまだ右も左も分からないうち

に、模型制作が始まり、今まで作ったこともない精巧な模型を 1 ヶ月で作るとい

写真03 第8 回村野展 模型制作を行った3回生によるプレセ. ンテーション

パネラ の藤森照信さん堀勇良さんを前に緊張しながらもしっかりと語る

( 2006年12月09日)

う「過酷な試練J を与えられ、読んだこともない詳細な図面を読み取り、建物を

理解し、作り方を検討し、何度もスタディを繰り返しやっとの思いで完成させて

いきます。最初は公に展示する模型という実感も湧かず、ただ大きな課題の前で

悪戦苦闘する 3 回生も、模型作業が進むにつれ、自分の模型 lζ 対する愛着やブラ

イドが生まれ、最後まで妥協せずに完成lこ漕ぎつけていきます。たった 1 ヶ月で

人を変える何かが村野藤吾の建築にはあると改めて実感するだけでなく、毎年 3

回生の成長ぷりは圧巻です。そんな 3 回生の変化に触れることも M 1 の楽しみで

あり、励みでもあります。そして展示会全体の運営やカタログ制作を担当するM

l も初めての経験に悪戦苦闘し、時にはぷっかり合いながらやっとの思いで開催

を迎えます。特にカタログの制作はいつまでもカタチとして残るものだけに責任

は重大です。たった 4 人という人数で編集をこなす作業は想像できないほどの労

力を必要とし、その結品が 1ページ 1ページに散りばめられています。こうして

毎年学生は今まで全く経験したことのない試練に悪戦苦闘しながらも、そこに喜

びと感動を生み出し、様々なことを学んでいきます。またその中での人と人との

つながりや思いやり 、助け合いの気持ちはかけがえのないものとなっていると実

感 しています。

来年もまた新しいメンバーで村野藤吾展迎えるわけですが、第 9 回目はどんな

展示会でどんなドラマが繰り広げられるのか楽しみです。

- これからの課題 ・展望

現在M 2 は修士設計を終え、 2 月に行われる修士設計展へ向け調整と準備を行

い、 4 回生は卒業設計提出まで数日となり最後の追込みへと突入しています。 3

回生、 M 1 もそれぞれの進路へ向けた準備を始めながら様々な活動を行っていま

す。

木村 松隈研究室は建築の設計デザインの分野に属し、実施設計や課題 ・コン

ペなどに力を入れていますが、単に設計だけを行うのではなく、展示会参加など

を通して、特に近代建築を中心とした歴史的な側面からも学ぶことの出来る、あ

る種異色の研究室であると思います。しかしこれこそが木村 ・松隈研究室の魅力

であり、在籍している学生にとって建築学を多面的に学ぷ上で非常に有益な環境

であると患います。私たちはこうした環境をよく自覚、活用して多くの事を学

び、研究室内外での活動、更には個人の活動の発展へと繋げて行くことがこれか

らの自分たちの課題と展望であると思っています。

( 文責 ・編集 M 1 二木杏子)

写真07 吉阪隆正展制作風景いよいよ細かい作業へ突入

綿棒やナイフでエッジを出す

写真08 村野積吾鮫計図展展示会場 会場では原図の他 写真0 9 第8 田村野展シンポジウム風景パネラーに磁森

に写真やモックアップ、 3回生制作による模型が 照信さん堀勇良さんを迎え、会場は超満員の大盛

( 2006年03月15日) 10点展示された ( 2006年12月9 日) 況となる ( 2006年12月09日)



「木に向かうJ

設計

六車誠二

「素材を最大限に活力、したかたちと

はつ J r木を最大限に活かすことで、

どこまで建築の表現が可能だろう

か?J 木が、鉄や コンクリー卜と大き

く異なるのは、それが生き物である点

ではないだろうか。それゆえに、 1  ;本

1 本違う木を見極め活かす難しさとお

もしろさに、日本の職人達は魅せ られ、

あくなき追求をしてきたに違いない。

現代建築畑で育 った身の上にも、「伝

統軸組構法j の形からは、素材や風土

に対しての様々な智恵を教えられる。

但し、思考停止のまま盲目的に形態を

模倣することは危険だし、魅力もない。

この「石縁のある家j は、高知 ・安

芸の90年生の杉で、構造 ・造作・建具

までを仕立てた。土壁、庵治石、土佐

椿の和紙、本物の素材を扱 う職人にも

恵まれた。

施工との協働にベースを置く環境

で、現在は、木材市場を占めつつある

戦後造林の若鈴木の特徴をふまえた上

での軸組構法のあり 方について取り組

んでいる。素材にはじまり、素材に終

わるような建築の道をもう少し歩いて

みたいと思っている。

六 車 誠 二

1968年 香 川 県生まれ

1992年 京 都工芸繊維大学

住環境学科卒業

- 95年 日建設計 (東京)

- 99年 藤 岡 建 築研究室 (奈良)

2000年六車誠二建築設計事務所設立

企 画 編 集 赤 木 隆 (作品作風小委員会)



学校新時代

少子高齢化が加速し、わが国の総人口は減少に転じて高齢化が進行し始めている。

そのような中で、教育基本法の改正をはじめとする国の施策の改革、国立大学の

独立行政法人化や学校の統廃合など、学校教育を取り巻く環境も大きく変わり始

めている。このような「学校新時代」を迎え、これからの学校づくりは、どのよ

うに変わっていくのであろうか。

国の新しい施策や、現在進行中の新しいまちと学校づくりを含めたさまざまな学

校建設プ口ジ、エクトに学校建築の新しい潮流をさぐる。

広告企画小委員会・前 田 衛

- 総論

新たな時代の文教施設を目指して~安全 ・安心で豊かな文教施設の創造" - / 小林正浩

各論 1・神戸ポートアイランドのまちづくりと学校

新しいまちづくりと学校~神戸ポートアイランドのキャンパスゾーンとまちの将来" - / 水間収三

(1)  

神戸女子大学と神戸女子短期大学~キャンパスゾーン時代を迎えて- - - - - / 河上誓作

神戸女子大学健康福祉学部の計画~海側からの遠景にも配慮して~メ小薗龍一

(2) 

神戸学院大学のキャンパス計画~都市と共生する新キャンパス" - / 児玉謙

(3) 

兵庫医療大学のキャンパス計画"-i コミュニケーションJ をコンセプトとして~〆八幡健志

各 論2 ・魅力を高める学校へ

(4)  

小林聖心女子学院~伝統と新しさが出合う教育の創造を" - / 宇野三恵子

小林聖心女子学院の設計~“ 建築" をめぐるかかわりを通して- - - - - / 中村篤史

各 論3 ・新しい教育システムの学校

(5)  

水と緑の健康都市( 箕面森町) の小中一貫校/ 中野仁司

( 仮称) 水と緑の健康都市小中一賃校の設計"-i 縁J を形成する要素としての学校" - / 高坂憲治

。〉

本号特集企画委員

設楽貞樹/ 森川幸信/ 前田 術/ i!主治治文/ 綴j芋芳之+ 広告企画小委f，l会



総 論

新たな時代の文教施設を目指して

~安全 ・安心で豊かな文教施設の創造~

小林正浩

文教施設は、小 ・中学校や、図書館、スポーツ ・文化施設などの

地域のコ ミュ ニティの拠点となるものや、大学の施設などの優れた

人材養成や学術研究の拠点となるものなど、文教施策を展開するた

めの基盤として重要な役割を果たすものである 。

地域のコミュニティの拠点 (学校と図書館の複合施設)

文部科学省では、社会の変化に適切に対応した文教施設を目指し、

学校施設整備指針の策定や、 地域の拠点としての学校施設の充実、

; ¥リアフリー化やエコスクールの推進、屋外教育環境の充実、学校

施設の木材活用など、快適で、盟かな文教施設づ、くりを進めている 。

また、学校施設の而様化や|妨犯対策、環境対策など文教施設におけ

る安全・安心の確保に取り組んで、おり、文教施設の災害復旧への支

援なども行っている。

さらに「知の拠点」を目指した大学の施設マネジメントの推進な

ど、未来を拓く教育研究環境の創造に努めている 。

学校施設の耐震化の推進

学校施設は、 地震発生11寺において子どもたちの安全を確保すると

ともに、地域住民の応急、的な避難場所としての役剖も果たすことか

ら、その耐震化を推進することは大変重要である。 しかしながら、

耐震性あり

71 ，681 棟 (54. 7%) 59，2951車( 45. 3%)

平成18年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況(小中学校)
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地域の防災拠点の約 6剖が公立学校施設であるにもかかわらず、そ

のうち市慣性の確認されている建物が半数程度にとどまっているな

ど、市様化の遅れが指摘されている 。

このため、文部科学省では「学校施設耐懐 化推進指針」を策定す

るとともに、学校施設の前様化事業や、学校施設における防災機能

を充実するための備蓄倉庫、防災広場、浄水機能を有する水泳プー

ルなどの整備について国庫補助を行って いる。

また平成18年 1 月には、耐震改修促進法の改正に より、 地方公共

団体において学校施設等の市慢化の目標を設定することとされ、乙

れに基づき速やかな耐擦診断の実施及びその結果の公表などの取り

組みが求められることとなった。

このようなことを踏まえ、文部科学省としては、国土交通省とも

連携して、教育委員会などに対し、市捜診断などを着実に実施する

よう要詰しているととろである 。

さらに18年度からは、 地方での使い勝手を良くし、さらに耐様化

を進める観点から、同捜関連事業を中心とした公立文教施設整備費

の一部交付金化* を行うとともに、学校施設の耐震化に関する 地域

住民の意識を高める乙とを目的として「公立小中学校施設の同捜 改

修状況調査j の結果を市町村ごとに公表するなど、市す足化をより 一

層推進するため様々な取り組みを行っている 。

このように、文部科学省では地震による被害から児童生徒や地域

住民らの命と安全を守るため、両様補強等を積極的に支援し、安全 ・

安心な学校づくりの実現に努めている 。

地域の防災拠点

(非常災害時の

応急避難場所と

しての学校)



文教施設の災害対策

文部科学省では、学校などにおいて地震、火山の|噴火、台風や集

仁ド豪雨などの自然災害が発生した場合、教育活動の円滑な実施をIi'(i!

保するため、学校施設における安全対策を促している 。 また、被害

を受けた公立学校施設においては、施設の災害復旧に要する経費に

ついて、匡|庫補助を行っている 。

災害復旧事業により整備された学校

(右 ' 復旧前)

老朽施設の再生

(右: 復旧前)

近年では、平成17年 9 月の台風14号、平成18年 7 月の梅悶前線

による豪雨などで、河川の氾漉や斜面の崩落などにより、学校の校

舎や体育館で大きな被害が発生した。 乙れら大きな被害が発生した

場合、文部科学省では、政府調査団に文部科学省職員を羽耐主して現

地調査を行っている。

また、学校などの文教施設が地震により被災した場合、その後の

建物の倒壊や落下物による二次災害から児童生徒や避難住民の安全

を確保するため、早急にその被害状況を調査し、建物の当面の使用

の可否について判定( 応急危険度判定) する「被災文教施設応急危

険度判定に係る技術的支援実施要領j を定め、文教施設の設置者な

どからの要請により、調査団を被災地に派遣し、応急危険度判定に

関する調査を実施する体制の整備を図っている。

さらに、自然災害 に迂回! かつ適切に対応するため、災害予防対策、

災害応急対策などに関する計画の指導助言・を行っている。

第2次国立大学等施設緊急整備 5か年計画

国立大学等の施設は、世界一流の優れた人材の養成と創造的・先

端的な研究開発を推進するための重要な基盤であり、安全性、機能

性、効率性を備えた世界水準の教育研究環境を確保することが必要

で、ある 。

文部科学省では、科学技術の振興に関する施策の推進を図るため

に策定された、第 3期科学技術基本計画( 平成18年 3 月) を受け、「第

2 次国立大学等施設緊急整備 5 か年計画J Ｈ平成 ＱＸ 年度 ｾＲＲ 年度Ｉ

(http: / / www. mext .go. j p/ a_menu/ shi set u/ kokur崎 i t u/ 06041802. ht m)  

を策定し、国立大学等施設の重点的・計画的整備を支援している 。

本音|画では、老朽施設の再生を最重要課題とした上で、併せて、

新たな教育研究ニーズによる施設の狭| 慌化の解消を図り、人材養成

機能を重視した基盤的施設及び卓越した研究拠点等の再生を図るこ

ととしている 。また、国立大学等が取り組む施設マネジメントや新

たな整備手法に よる整備等のシステム改革を、一層推進することと

している 。

人材育成と学術研究のための活動拠点 (大学の研究スペース)

にばやし まさひろ 文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課企画係長)

本安全- 安心な学校づく り交付 金に 関するホーム ページアドレスは、 以

下のとおり 。

http: / / www.mext. go・jp/  a_men  u/  sho tou/ zyose i  /  ma i  n  1l _a2. h  t m#t oia  wase 

* 文部科学省の文教施設施策については、以下のURLからアクセス可能。

ht t p: / /www. mext. go. j p/a_menu/Ol _ i.ht m 
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各論 1 ・神戸ポート アイランドのま ちづくり と学 校

新しいまちづくりと学校

~神戸ポートアイランドのキャンパスゾーンとまちの将来~

水間収三

港湾物流基地かs r海上新都心J へ

市街地の北側に六甲の美しい山並み，南側に神戸、港を有する事l' 戸

市は、住み、働き、訪れる人々が、山と海に親しむことができる反

面、平坦地が少なく、居住空間、産業空間を確保するため、昔から

多くの埋立事業が行われてきた。

ポートアイランドは、H召手[130年代からの経済の高度成長に対応し

て、 神戸の者11市機能、港湾機能を充実させるため、 昭和41年に埋立

工事が始められ、昭和55年に埋立が完成した人工島である。土地利

用は、外側部分はコンテナ埠頭を備えた港湾物流用地、内側部分は

住宅、国際交流施設、ファッションタウンといった都市機能とし、

住み、 働 き、憩う、多機能が複合した都市を形成してきた。

ポートアイランドのコンテナJ阜頭は、神戸の海の玄関口として、港

湾物協機能を支えてきた。 しかし近年の船舶の大型化に伴い、その

機能は大水船 f ースを備えた六甲アイランドやポートアイランド第

2期にシフ トしたため、その跡地の再開発が大きな課題となった。

神戸市では、平成14年 3 月に、学識車部験者や港湾関係者などでつ

くる「神戸港21世紀懇談会J での提言 を踏まえ 、当該エリアを市民

が海辺に触れる 「親水ゾーン」とし、者11市機能を含めた水と緑豊か

な多様な空間として再開発する活性化策「神戸海上新都心構想j を

打ち出した。 さらに、同年10月には、都市再生特別措置法に基づく

「者11市再生緊急整備地域」に指定され、民間活力による賑わいのあ

るウォーターフロントづくりに部みがついた。

この地区は者11心に近く、事l' 戸らしい景観やロ ケーシ ョンに恵ま れ

た場所にまとまった用地を確保できること、 神戸の空の玄関口であ

る神戸空港にも 近く、都心や空港へは新交通システムにより直結さ

れ、アクセスに恵まれていること、神戸市がポートアイランド第 2

期を中心に進めている「医療産業都市梢想j との連携による相乗効

果が期待できることなど多くのメ リッ 卜を有しており、まずコンテ

、与

〉

タ

、

-"i' 

キャンパスゾーンと医療産業都市

ナ) ; 車頭跡地の南側に家具、中古車などを取り扱う物流関連企業の進

出が決定した。続いて、より市街地に近くロケーションに恵まれた

北側については、教育施設を 中心と した都市機能の導入を目指し積

極的に誘致を進めた結果、神戸学院大学、兵庫医療大学、 神戸夙川

学院大学の 3大学が進出することとなり、布l'戸女子大学 ・短期大学

とあわせて 4大学が集う学園都市として生まれ変わることとな っ

。

た

海から望む海上新都，心
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キャンパスゾーンと神戸医療産業都市の連携

神戸学院大学は、法学部 ・経済学部 ・経営学部の 3，4年次、薬

品部の 2年次以上の計 4学者!l が有瀬キャンノ Tスからポートアイラン

ドへ移転、兵庫医療大学と神戸夙川学院大学はともに新設の大学で

あり、 3大学ともに平成19年 4 月に開校する予定である 。なお、兵

庫医療大学は、薬学部・ 看諮学部 ・リハビリテー ション学部の 3学

部、神戸夙川学院大学は、観光文化学部を設置する予定である。

これらの大学のすぐ近くに立地する神戸女子短期大学では、 18年

4 月に神戸女子大学保健福祉学部が設置されており、「知の集積」

に向けてポートアイランドに 4 つの大学が集まる。

新設の 3大学の立地する北側の用地では学生や研究者向けのマン

ション、自動車教習所も立地することとな っており、ポー トアイ ラ

ン ドにおいて一大キ ャンパスゾーンが形成されようとしている 。

一方、神戸市では、ポー トアイランド第 2 期を中心に、 21世紀の

成長産業である医療関連産業の集棋を図る 「医療産業者!I市総但J を

推進している。この構想、は、神戸経済の活性化、市民の健康 ・福祉

の向上、国際社会への貢献を目的にしており、理化学研究所の 「発

生 ・再生科学総合研究セ ンター j をはじめ、「先端医療センターJi 神

戸臨床研究情報セ ンターJ といった中核施設が立地しており、 3誰

100社の医療関連企業が既に立地、あ るいは進出決定している 。

さらに、先端医療だけでなく、市民の健康増進と関連産業の誘致・

育成を進め、「健康を楽しむJ まちづくりにも 取り組んでいる とこ

ろである 。今回、進出する大学は医療関係の学部が多く、医療関連

の企業や研究機関との連携が「事!I 戸医療産業者!I市構想J の推進に大

きな役割を果たすことや、まち全体が知の集積地として発展してい

くものと期待している。

「聞かれた大学J による地域の活性化

ポー トアイランドは昭和55年に住民の入居が始ま って以来、H百和

56年のポー トピア '81開催、フ ァッションタ ウンにおけるファッシ

ョン関連企業の集積など、海上文化都市としての役割を担ってきた

が、近年、高齢化や子供の独立などによる人口減少、島内で働く人々

の減少、また庖舗の閉鎖などにより、かつての賑わいがなくな って

いる 。 しかし大学の集積や医療産業者!I市への企業進出は、畳間人仁

の唱I加や学生の居住による若年人口の増加につながり、乙の流れを

ポー トアイランドの活性化につなげていく必要がある 。

現在、開校に向けた 3大学のキャンパスの整備が進んでいるが、

新設の 3大学はともに、地域に聞かれた大学となることをひとつの

目私止している。ハード而では、敷地境界に甥を設けず、緑盟かで

親水緑地より神

戸市街地を望む

景観に商町宮、した、聞かれたキャンパス整備が進め られている。

神戸市では、こ れら大学の開校にあわせ、大学の前面の水際線に

おいて市民をはじめ多くの人々が散策し、憩、い、交流できる空間と

しての親水緑地を整備するとともに、乙の緑地や大学等に、安全、

安心、 そして快適にアク セスできる歩行者動線の整備を行っている。

親水緑地( 約 5 ha) は、都心への近接性と海辺の特徴を活かし、

学び、交流 し、 憩うことができる魅力あふれたウ ォーターフロン 卜

を形成し、神戸都心の新たな魅力ゾーンとして整備中である。 この

親水緑地は、延長が850mを超える長大なスケーノレ、市街地を一望

できる優れた眺望性をもち、 事!I 戸の都心ウ ォーターフロ ントの一翼

を担うものであり、聞かれた大学と一体とな って、 地域住民との交

流の場として活用され、ポートアイランドに新たな賑わいが生まれ

るものと考えている 。また 当該地区全体が、観光 ・集客とい った観

点からも大きな資源となることが期待さ れ、神戸学院大学キャンパ

スの前面では、岸壁に客船を着岸できる計画を進めている。

これらの大学の集柏によって、将来的には約 l 万人規模の学生や

教職員の人々が集うことになり、新たな交流が生まれ、新しい文化

の創出につながるとともに、ポートアイランド全体の活性化につな

がるものと期待している。

既に、 今春の開校を控え、 地域と大学の連携した|リJ災 ・国|際観光 ・

大学連携 ・社会貢献等に関するシンポジウムや、 地域住民を対象と

した大学による講演会、 地域住民で構成された港島自治連合協議会

主催のたそがれコ ンサートへの参加など積極的に地域交流が実施さ

れており、 大学の開校後は、社会人を対象とした公開講座や、図書

館の一般開放なども検討されるなど、ますます大学と地域との交流

が促進されるものと考えている。

また、進出する大学では、ポー トアイランドのまちづくりの歴史

を総括 しながら、商業者 ・住民と、産 ・官 ・学が協働する 「まちづ

くりを過した商業活性化J について、調査 ・研究が始められており、

まちづくりを進めてきた神戸市としても空き庖舗対策等、街の活性

化に向けて大いに期待しているところである 。

海 ・空 ・陸の 3つのアクセスの結節点、と L ミう 神戸の魅力を集約し

た、ポートアイランドにおけるキャンパスゾーンの形成は、単に大

学が集積するのではなく、大学問の交流、 地域と大学の交流により、

オー j レドタウン化 しつつある ポー トアイランドに新たな活力 ・魅力

を創出し、神戸の「玄関口J として神戸市全体のまち づくりや、 社

会基盤整備を先導するものとなることを確信している 。

(みずま しゅうそう 神戸市みなと総局技術部長)
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各 論 1 ・神戸ポー トアイラ ンドのまちづくり と学校

神戸女子大学と神戸女子短期大学

~キャンパスゾーン時代を迎えて~

河上誓作

神戸女子短期大学がポートアイランドに進出したのは平成 4 年で

ある 。すでに14年の歳月が経っているので、私たちには新キャンパ

スというイメージはない。短大には初等教育、食物栄養、総合生活

の 3学科がある 。平成18年 4 月、須磨キャンパスにある文学部の社

会福祉学科が健康福祉学部として独立し、ポー トアイランドキャン

パスに新設された。建物はD館を新築し、すでにあったC館を改修

して短大と共用している 。A館、 B館は短大と行古学園法人本部が

使用。これで、ポートアイランドキャンパスの 4 つの建物 (A、B、

C、D館) からなる基本配置が整ったことになる。

新キャンパスゾーンの誕生と大学の連携

この Ｔ 丹、神 戸学 院大 学 、神戸 Ｉ ｾ ｬ 川 学 院大 学 、兵庫医療大学の Ｓ

大学が私たちのキャンパスから道路を隔てた海側に隣接する形で新

キャンパスを完成させる。この原稿を告いている H寺点で、窓から見

える 3大学の建F却孔景は日ごとその姿を整えつつあり、ポートアイ

ランドの新キャンパスゾーンがいよいよ新たな学びの拠点として始

動する日も間近いという実感が日 ;憎しに強くな っている 。

4大学+ 1 短大がこ れほど近い位置で隣接する例は他のキ ャンパ

スゾーンでは見られないことから、そのシナジー効果に対する期待

も当然大きいものがある。神戸女子大・神戸女子短大にとっても、

これは発展のための大きなチャンスであり、魅力あふれる新キャン

パスゾーンづくりに 向けて最大限に協力していく考えである 。

すでに 4大学+ 1 短大は、 H乍年から新キャンパスゾーンづくりの

ための事務連絡会議を開催し、連携のあり方について具体的な意見

交換がなされている 。キャンパスや大学施設などの共同使用、大学

聞の交換講義、単位互換制度の導入、オープンキャンパスなどの共

同開催、イ ベン 卜の共同企画など、各大学 ・短大が相互補完の考え

方に基づき、共存共栄する方向で連携することにより、新キャンパ

スゾーン全体の魅力をっくり出すことを目指している 。

もちろん、各大学 ・短大は建学の精神に基づく特徴や個性を追求

することが求められるため、述携にはある程度の限度はあろう 。 し

かし、個性ある大学 ・短大が連携して、他に類例のない魅力あるキ

ャンパスゾーンができれば、これに越したことはない。

キャンパスの魅力づくり

咋年12月22EI、神戸女子大と神戸市立須腐肉It 宮公園がキャンパ

ス・パーク連携 ( CP連携) に調印し、 学生は須磨離宮公園に学生

証だけで自由に出入りすることができるようになり、公園の神戸女

子大第二キャンパス 化が実現した。これを機に神戸女子大は、裏山

を通って離宮公園に通じる 「万葉の道j を清掃し、敷地の一角を
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然観察に活用できる自然園として整備することにより 、3JH書キャン

パス全体をエコキャンパス化する計画が持ち上が っている 。

この動きと H手応して、ポートアイランドキャンパスにおいても「花

と緑のキャンパス運動J が動き始めた。キャンパスのあち乙ちに花

と緑と椅子を配置し、自と心にやさしいキャンパスづくりを工夫す

る。新しく来る 3大学がモダンな建物と垣棋のないキャンパスづく

りを目指しているのに対し、すでに垣根のある私たちのキャンパス

は、花と縁の演出で女子大らしさを創出したいと思っている 。

特に新館のD館は、設計で工夫された玄関口のガラス張りのラウ

ンジが建物の特徴になっているので、ラウンジの内と外に花と緑を

うまく配置し、訪れる人々の心を癒す空間にできればと願っている 。

地域貢献、地域還元を基本姿勢に

地域貢献では、事1
1
戸女子短大がポー トアイランド地域の方々の健

康づくり、まちづくり、人づくりに貢献してきた。特に健康づくり

では、食物栄養学科が中心となり、「男性のための料理教室J rちび

っ子調理教室J r健康教室J ( 体力測定) 、「食育シンポジウム j など

を開催し、 地域住民の評価li を得ている 。また、まちづくりでは、短

大エアポート ・エコ同好会「マリンエンジェ j レj が神戸市と述携し、

神戸空港の清掃活動や街の美化活動で活躍している。

!i Z 齢化が進むポートアイラ ンド地区にとっては、健康と福祉のケ

アが最重要諜題である 。やl'戸女子大2郎容キャンパスで、行われている

rADL  ( 日常生活動作) 体力ア ップ講座j は、高齢者の転倒防止・

認知症防止を目的とし、毎回約130名が出席する人気講座( 月 2回)

であるが、ポートアイランドキャン ｊ ｾ スにおいても、 ｦｬ Ｑ］王Ｑ］Ｍ ＱＱ 月から

との前座を始めたところ、受付開始後すぐ定員 (50名) を超える申

し込みがあり、急溢60名まで枠を広げてスター卜した。

このほか新企画「介護と介諮予防教室j が 2 月から期包される市

定である。

神戸女子大 ・111
1
戸女子短大は、「地域の求める大学J r時代の求め

る大学J r学生の求める大学J という 3つのスローガンを基本姿勢

としている 。地域のニー ズに対しては、 神戸女子大 ・短大が持つノ

ウハウを最大限地域に還元する努力を続けていきたい。今年から団

塊の世代の方々が大量に定年で、会社を辞められるが、 三宮教育セン

ター ・オープンカレッジの生涯教育講座を充実させることにより、

H寺代のニーズに応えたい。そして、何よりも学生一人ひとりが求め

ているものに対して、教職員がI階、く耳をしっかり持ち、それを理解

し、それに応えていくことによって、学生に満足してもらえる大学

でありたいと願っている。

( かわかみ せいさく 神戸友チ大学学長、 事l' 戸女子短期大学学長、文学防士)



各論 1 ・神戸ポートアイラ ンドのまちづくりと学校

神戸女子大学健康福祉学部の計画

~海側からの遠景に も配慮して~

小薗龍一

やl' 戸女子大学須磨キャンパスは、日 当たりの良い緩やかな斜面を

利用し、白い校舎群と木々の緑が調和 した明るいキャンパスである 。

異なる 地盤レベルの中に校舎群が配置され、その聞の木々の緑が創

り成すil!.¥1いのある空間構成、そのようなイメージが今回のポートア

イラ ンドキャンパスに建つ新学部計画に生かせないかと考えた。

新学部を計画しているポー トアイランドキャンパスの北側は、 三

宮側から来るアクセスにとっても、また者1
1戸新交通ポートアイラン

ド線の駅からのアクセスにと っても重要な位置である 。さらに今春、

海側のエリアに集まる 3大学への最も代表的なアクセスノレートに面

し、 4 大学と l 短期大学がつくる新キャンパスゾーンにとって、言

わば「ゲート」に当たる場所でもある 。新校舎計画は、その場所性

からゲート状のシンメトリーを意識するものが当初よりあった。

既存キャンパスとの調和

ポートアイランド キャンパスは三

角形の敷地形状をしており、既存校

舎は、大きくは 3棟で構成されてい

た。短期大学校舎の高層 2棟 (A .

B館) は 2つの前面道路に合わせて

配置した関係で軸を交差して建って

おり、また単独の低層糠 (C館) は

B館と同じ配置中11I 上に北寄りに、|噴

水広場を挟んで、建っていた。

事l'戸女子大学健康福祉学部校舎は

Itt 

/  

全体配置図

この既存C館を改修活用し、新たに建設する D棟 と一体化 して整備

することが計画の素案であった。新校舎D館はB館 ・C館の配置lli!l l

にそろえて直線的に配置した。学生の活動拠点となる「学生サロンJ

は特徴的な外観のガラス箱として低層部に設け、もうひとつの配置

判1 ( A館) に合わせて、 2 つの配置llil hの交差をそのまま新校舎の中

に取り込み、事Ihの交差をデザイン要素のひとつとした。

新校舎へのアプローチについても ilil hを交差させることで、エン ト

ランス前の外部空間に広がりが生まれ、ポケッ トノTークとして整備

し、キ ャンパスの空間梢成に潤いを与えるものとした。地盤レベル

の迷いは階段とスロープで解消し、周りに緑を配した。いずれ緑が

育ち、 ｾｊ ｊ 容のイメージに少しでも繋がる ような思いを込めた 。

既存のA. B館は外装の配色にピンク ・グレー ・ホワイトなどの

女子大らしい色{如、をしている 。今回の新築棟も 同様に外壁を色分

けし既存校舎との連続性を創り 出すとととした。外部の柱間| 隔を紺l

かくし、色の塗りわけを行うことで ｾｊｉｊ Ａ ｉｉ 的 な格子のデザインを強調

し、テキスタイルパターンをより鮮明にする効果を狙っている。

新築棟の建築計画

姐1彬 SS. k阪 m水向山

柱スパンは東西方向については9900+8100とし、南北方向は

6300を基本に外周部は中間に間柱を入れ、 R C造による構造とした。

外周部の柱スパンを狭くすることで、構造的には地震力を外周柱に

負担させ、内部柱の間隔を大きくし、空間のフレキ シビリティを高

める計画とした。長スパン側に普通教室などの大きな空間を、短ス

パン側に教員室や演習室の小部屋を配置することを原則とした。外

観上も全体としてはゲー トをイメージしてシンメ トリーの構成と

し、最上階は基準階とは遣うデザインとして柱梁を浮き立たせ、簡

潔で開放的なものとしている。デザインのポイントを高い部分に置

き、海側の新キャンパスゾーンからの遠景に配慮した。また随所に、

眺望を楽しみ集える空間を配置した。特にエン トランス横の「学生

サロンJ は 2)習I次抜とし、 EVホールや 2階の連絡ブリ ッジに も繋

がるスペースとして学部内の移動の中心とした。外観上もガラス箱

とし、キャンパス全体の視覚的な中心となっている。

既存C館と 2 階で結ぶ連絡ブリッジは既存C館の構造とは切り離

し、新館から吊り下げた構造としている。構造的にはトラス架橋と

し、意匠的にもガラス越しに外部から見えるようにした。

既存棟 (C館) の改修

C館は機能更新並びに内装改修と同H寺に、現行の耐震設計法に基

づき大地震11守の同捜性を確保するため市捜補強を行った。柱梁の炭

素繊維による補強、 耐震壁の増設を行っている 。C館では介護福祉

関係の諸室を整備することを中心に、 実習室を l 、 21省にまとめて

配置した。 l 階の入浴実習室は特別浴槽などの水回りが多く、給排

水のため床スラブを撤去し、 地下配管ピットを設けた上で新たに床

スラブを設けた。また開校以前の工事最盛期に厚生労働省の検査を

受ける 必要があり、工程的にも厳しい中での改修であ った。

にぞの りゅう L 、ち 株式会社日本設計関西支社設計部)

建築と社会 ・2∞7.2 23 



各 論1 ・神戸ポート アイランドのまちづくりと学校

神戸学院大学のキャンパス計画

~都市と共生する新キャンパス~

児玉

よりよい教育環境を求めて、各地で郊外への移転計画が相次いだ

大学キャンパスは、近年再ひ宮11市部への回帰も進んで、いる 。既存の

キャンパスの再開発であったり、社会人教育を視座に入れた新しい

詰座を市街地で開設するなど、そのスタイ j レはさまざまである。神

戸学院大学では、郊外で発展したキャンパスが成熟期を迎え、全入

時代を控えて戦略的にキャンパスを再編、市街地へ進出する計画が

進んだ。5000人規模の大規模移転でありながら 三宮から 15分とい

う好立地、また計画地がウォーターフロントであること、都市イン

フラの再開発と平行して複数の大学のキャンパスが隣接して同時に

開校することから、街づくりの先導的な役割も担う 。キャンパス計

画としてもウォーターフロント開発としても特徴的な事例となる 。

神戸学院大学は1966年栄養学部に始まり、法学部、経済学部、

薬学部、人文学部、経営学部を開設、 2005年には総合リハビリテ

ーション学部を加え、 7 学部 l 万人を擁する総合大学として発展を

とげた。キャンパスは、神戸市西区伊川谷lur有瀬に約22haを保有、

2004年に長田区に法科大学院を開設するとともに2006年には有瀬

に女子短大を統合、今後付属高等学校も有瀬キャンパスに移転する

ことが検討されており、「有瀬J I長田j に「ポー トアイランド」を

加えて 3 キャンパスで新時代を迎えることとなる 。

新キャンパスへの移転学部については議論が重ねられたが、法

学 ・経済 ・経営の文系 3学部と薬学部の移転が決定、 神戸市の産業

界・行政機関との連携強化を図る「都市共生型キャンパスJ と位置

づけられた。文系 3学部は 3 、 4年次生を新キャンパスに置き、実

践的 ・学部横断的な教育フ。ログラムを実施する 。2006年度から 6

年制に移行した薬学部は、ポートアイランドで展開中の神戸医療産

業者11市構想への参画を企図して新キャンパスへ移転することとなっ

た。

一方、有瀬キャンパスには人文学部、総合リハビリテーション学

部、栄養学部を残して地域密着型の教育フ。ログラムを実行、学院の

伝統や文化を継承するマザーキャンパスと位置づけられた。

新キャンパスは都市型と位置づけら れているが、緑豊かな環境は

郊外型に匹敵し、都市型 ・郊外型の両方の長所を併せ持つキャンパ

24 建築と社会 ・2∞7.2
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スと言えるだろう 。今春、 新キ ャンパスはひとまずの完成を迎える

が、なおも続く 一連の大学改革の l ステップである。

聞かれたキャンパスづくり

新キャンパスの敷地は、ポートアイランド I 期の西岸の コンテナ

パース跡地で、南北約450m、東西約300m、約14hal こ及ぶ。神戸学

院大学に続いて、その南側に兵庫医療大学、神戸夙川学院大学の進

出が決定し、 2007年 4 月に 同時に開学の予定で準備が進められて

L 、るところである 。また 3大学の西側ウォーターフロン トは、岸壁

に沿って南北約860m、東西約60mにわたる親水緑地の整備が神戸

市によ って進められている。

大規模キャンパスの配置計画にあたっては、外部空間のレイアウ

トが重要である 。キャンパスのイメージは外部空間が決定付けると

言っても過言ではないし、また、そのキ ャンパスの将来像を想定し、

十分な余地を配置しておくことも大切である 。

敷地の東側には、最寄り駅となるポートライナー市民病院駅から

3大学への安全なアクセスのために、ぺデストリアンデッキが整備

されるとととなった。神戸学院大学は、乙のデッ キから歩道までの

バリアフリールートを整備する 。まずこの交差点をメインエントラ

ンスゾーンと位置づけ、そこから西側のウォーターフロントまで

広々としたオープンスペースを創出、キャンパスの中心軸とした。

この広場に回廊を巡らせ、大きく 3棟で主要施設を構成した上で、

敷地南東にト分なリザーブ用地を確保する。 さらに、との東西の中

心 ｾ￭ｬｬｩ と直行してキ ャンパスを 南北に 貫く 外部空間を位置づけてお

り、南側の兵庫医療大学、 神戸夙川学院大学の配置計画 もこれに呼

応して 3大学の交流軸を形成した。敷地東側で、は建物を約45mセッ

トJ ¥ック、豊かな; 剥也とせせらぎのある遊歩道や桜並木を設け、西

側ウォーターフロント側にも桜並木を整備する 。

特筆すべきは、この 3大学はいずれも敷地のエッジを緩やかな緑

地で形成し、フェンスのないキャンパスとすることである。文字通

り聞かれたキャンパスが実現する。また 3大学に、 市民病開則に既

存の神戸女子大学を加えた 4大学はソフト而でも連携をはかる予定

神戸学院大学 (敷地南東上空より)



で、図書館や講堂、食堂、スポーツ施設の相互利用に加え、単位の

互換性をも検討している 。

地域交流・学生サービスの拠点づくり

頂部にランドマーク性を持たせたA号館は、キャンパスの本音[1機

能と図書館、情報センターで、構成されている 。特徴的なのは 1階の

ステューデントセンターである 。 約 ＲＵｭ ｬ ｩｬｬ 方の Ｑｒｾ 柱のワンルームに

事務部門を集約して、学生教員へのワンストップサービスを提供す

る。

学生と教員の距離を近づける

広場の北側に配置したB号館は、ウォーターフロントに沿って低

層で展開、広場南側のタワー状のA号館と対にな ってウォーターフ

ロント側の景観を構成する。施設内容としては講義室を中心に、学

生生活の中心となる棟である。 l 階には広場からウォーターフロン

卜に沿ってカフェテ リア、コンビニエンスストア、旅行代理屈を配

置、ポートピアホテルのオペレーションによるレストランも入居し、

内外のコミュニケーションの場となる 。

低層の大フロアに大小合計約5700席の講義室、 38室のゼミ室をお

さめるが、特徴的なのは、将来にわたって最大のフレキシビリティ

を確保している点である 。大きなフロア、コアの集約、十分な階高、

無柱のロングスパンの中で、耐震壁をなくして非耐力壁で、各室を構

成している。少人数教育へのシフトなど、将来のプログラムの変化

に合わせて改修を容易にするものである 。またこの棟の最上階 4 階

には法 ・経済・経首の文系 3学部の教員約100名と 100名余の大学

院生の研究スペースを l フロアにおさめた。これも低層大フロアに

よって実現したことであるが、学部講座の再編などへのフレ キシビ

リティの確保とともに、教員と 学生、教員相互の日常的なコミ ュニ

ケーションの充実に寄与する。特に文系学生のキャンノ Tスへの定着

はフォーマル、インフォーマルさまざまなコミュニケーションの誘

発が鍵となる 。中庭やラウンジなど各所にゆとりの空間を設けた。

大講座制へシフ卜した薬学部

従来、薬 学 部の校 舎は、 小＿期 漢な ｉｔｉ Ｇｾｉ 主の規 ｊ 漢に対応して 実験 ・研

究室をつくり、別に実習ゾーンを共有する形が一般的であるが、事1
1

戸学院大学では 6年制への移行を契機として従来の小講座を解体、

大きな 5つの部門への再編を実現した。新キャンパスでは広さを活

かしてそのプログラムを素直に反映、 l フロアに大前座 2部門を収

容できる低層大平面とし、学生教育のための実習室についても各部

門内に専用化して配置することとした。研究フ。ロジェク トのフレキ

シブルな運営と教授陣の連携による有印息した学生教育を近接して行

うことができる、きわめて独自性の高いプラニングとなった。建物

内側にテクニカルボイドを持ち 、 4 階を屋外設備ス ペースとしてゆ

とりを持たせているので、将来にわたって景観を阻害することなく

実験設備の更新が可能で、ある 。

環境にやさしいキャンパス

計画用地はコンテナパース跡地で、厚さ 1mt こ及ぶ舗装材が14ha

ひろがる上での計画となった。当初はこの舗装材の処理再利用が検

討されていたが、高槻j対策も考胞に入れ、逆に約 2 mの盛二tt こより

キャンパスを形成する提案を行った。舗装の上から杭を打設して地

上で基礎梁を構築、廃棄物を最小化した。3800本におよぶ中高木、

8，000 ni のグラウンドカバー、 53，000ni の芝生という大規模植栽は

いわば人工地盤上の緑化である。島内の地域再生水を引き込み、敷

地内でも雨水利用を積極的に活用、ポートアイランドならではの環

境創りとなった。

建物においてもレンガ中空和みやLow- eガラスの活用による外

装の高断熱化とともに、空調負荷の大部分を占める外気負荷の削減

として人感センサ一式の全熱交換器を用いた廃熱回収と外気量の削

減を行う換気システムを採用、氷蓄熱システムによるピークカット、

フリークーリング、大温度差搬送による空調の高効率化、高効率器

具と センサー制御による照明エネルギーの削減など、省エネルギー

を図った。また中央監視設備ではエネルギーの管理分析機能を充実

させ、施設の運用を最適化してゆくことのできるシステムとすると

ともに、エネルギー表示モニターを校舎に設置して施設ユーザーの

省エネへの参画を促す仕組みを試みている 。

。

神戸から阪神聞にかけての六甲山麓には閑前Fな住宅地とともに、

神戸大学を はじめ数々の名門大学が美 しいキャンパスを形づく って

きた。これに対してポートアイランド新キャンパス群は、コンクリ

ー卜で覆われた港湾流通施設がウォーターフロントの緑豊かな学園

都市へ生まれ変わることとなる。対岸には山並みを背景とした神戸

市中心市街のスカイライン、ハーパーランド MOSAI Cやメリケン

ノTークといった観光都市 ・神戸市の顔とも言え るウォーターフロン

トが広がる 。ポートアイランド西岸の新キャンパス群が加わること

によって、神戸の旧港を取り囲む形となり、あらたな景観を創出す

る乙とになろう 。乙の緑豊かなウォーターフロントキャンパスが大

学と都市のあらたな交流の場となることを願っている。

にだま けん株式会社日建設計設; l - I室長)
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各論 1 ・神戸ポー トアイラン ドのまちづくり と学 校

兵庫医療大学のキャンパス計画

'"'-'1コミュニケーションJ をコンセプトとして~

八幡健志

兵庫医療大学は、現在、兵庫県西宮にキャンパスを構える兵庫医

科大学の姉妹校として計画され、兵庫医科大学の関学以来30余年に

わたる実績を活かし、「幅広い知識と盟かな人間性を持ち、社会と

ともに医療を担う医療専門職者を育成するJ ごとを大学教育の基本

理念に掲げ、本年 4 月に開校する新大学である 。 乙の新大学には、

薬学部 -看諮学部 ・リハビリテー ション学部の 3学部が設置される。

社会はいま、科学技術の進歩とともに発展する進んだ医療をはじ

め、人の心を大切にする医療、総合的視野と車部験に裏付‘ けられた信

頼されるチーム医療、そして多様化する ライフスタイルに対応でき

る地域に密着した医療を求めている。乙のような社会の期待に応え

るため、新大学は、伝統ある兵庫医科大学と連携し、関連分野との

ボーダレスな教育 ・実習環境のもと、盟かな人間性とともに幅広い

専門知識と優れた技術を備え、奉仕の精神を持って医療を通じて社

会に貢献できる人材を世に送り出すことをその使命とし、以下の 4

つを教育目標としている 。

①幅広い教養と心豊かな人格の育成

①関連分野とのボーダレスな教育環境のもと、 専門性の高い知識と

技術の習得

①優れたコミュニケーション能力を基礎とした、チーム医療 ・地域

医療を担える資質の育成

①次世代の医療科学を担う創造性と国際性の瓶養

本稿では、以上に示される新大学への大学側の思いを ふまえて、

設言|者としてどのように建築のハードとしてのキャンパス計画を梢

築していったかについて示していきたい。

初期段階でのフリートークによる共有イメージづくり

2005年 4 月に設計プロポーザルにより設計者として選定され、

2年後の本年 4 月の関学に向けての作業を開始した。設計に取りか

かるにあた って、初期] 段階で新大学への大学側の思いを硲実に受け

止め、 与条件を整理してイ メージを共有した後に設言|を進めていく

乙とが、も っと も大切なことであると考えた。

乙のために、大学側の事務局担当者の提案により、学内の主要関

係者へのアンケートを行い、 学校法人として新キャンパスに何を求

めていくかをピックアップした。この結果と設計プロポーザル時の

提案を題材として、新キャンパスに求めるイメージを大学側と共有

するためのフリートーキングを実施した。

フリートーキングの話題は、 3つのテーマに絞って進めていった。

テーマ①外観イメー ジ、特徴づけ

・ヒューマンなぬくもり、親しみやすさ、格調高い、品格があると

L 、う方向を目指す。
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- 兵庫医科大らしさとともに、親しみやすく漏かみのある自然素材

を{史ったキャンパスづ‘ くりとする 。

・緑の配置と隣接キ ャンパスとの調整も大切である。

テーマ② ゾーニンク

・一つの大きな建物でなく、分散的な形をとる 0

・海に向かうモールについても、大切に位置づける 。

・将来 2学部+α の増築がなされた後も、キャンパスとしての景観

が維持できる計画を行う 。

• 3学部それぞれのメリハリ、正面アプローチのあり方、モールの

あり方、海に聞いた厚生施設のあり方をテーマに、配置ゾーニン

グをつくる。

テーマ③チーム医療、次世代キ ャンパス

・コミュニケーシ ョンが大切。これは教員と学生、教員同士の学部

を越えたコミ ュニケーションができるように、コモンス ペースを

含めて提案して Lベ 。

兵庫医療大学打ち合わせ風景

このフリートークによって、初期段階に大学側とキャン ｊ ｾ スイメ

ージの共有ができたことは、非常に貴重であったと考えている。ま

た、このフリートーキングの後もさらに大学側と議論を重ね、キャ

ンパス計画の骨格を創 り，': Bしてい った。

「コミュニケーションj をキャンパス設計のコンセプトに

フリートークを受けて、本キャンパスにおける設計のコンセプ卜

として設定したのは「コミュニケーション j である 。

新大学は兵庫医科大学との密接な連携と本キャンパス内での 3 品

部の密接な連携を元に、「チーム医療J にふさわしい人材の育成を

行うことを特色として掲げている 。

この特色をパックアップするために、キャンパス計画において

様々な「コミュニケーション」をコンセプ トとして設計に取り組む

ことで、空間的にも連携がとりやすい環境を創り出すことができる

と考えたからである。



「自然」とのコミュニケーション

本計画地の北側は神戸学院大学、南側は神戸夙川学院大学のキャ

ンパスが計画されており、 3つの大学が大きな広がりを持った大学

キャンパス エリアを形成するという、全国的にも極めて稀な環境が

生まれる乙とになる 。

乙のエリアは以前埠頭用地であり、敷地の中央から西側に寄った

部分に、南北に大学キャンパスエリアを貫く形で昔の防波堤が埋設

されている 。この防波堤は建物を建設するには障害ともなるため、

自然に 3 キャンパスを貰く空地が確保されることになった。乙の部

分を「交流軸」として、 3 キャンパスをつなぐ人々の交流を生み出

す動線空間に位置づけ、広がりを持ったキャンパス環境を生かすよ

うにした。同H寺に、神戸港に面した広がりのある環境を活かし、陸

と海をつなぐ東西の「眺望 ￭ｬ￮ ｲ ｴ ｩｊをキ ャン ｊｾ スの 中心に位 置づけ、東

似IJから海への眺望を確保した。 乙れら 2 つのili t! rを、「自然j とのコ

ミュニケーションを促すキ ャンパスの骨格と して位置づけている。

また、ポートアイランドに新しいキャンパスエリアが生まれたと

いうイメージを与え、神戸港からのたたずまいに、隣接するキャン

パスとの調和を保ちながら本学の特徴を持たせるために、海からの

明るく 印象的な「顔づくり」を行った。

特徴あるシルエッ卜の形成のために、八角形の講堂と広場に面し

た2 つの場所に異なるイメージの塔を設けて、乙の大学のシンボル

として位置づけ、外壁は柔らかいライムス トーン色のタイル張り、

屋根はオレンジ系のスパニッシュ瓦とするなど、「南|玖}@.J の明る

い印象を目指した。

「学生・教員j のコミュニケーション

大きな配置ゾーニングとして、図書館、食堂、ホール等の全体の

共用機能や、地域社会の交流拠点となる 地域連携実践センターは海

B . C棟 4 階平面図

に面した西側のゾーンに集約し、東側のゾーンに 3学部の実習機能

を中心とした教育・研究施設を配置している。

そして、東側のゾーンについては講義室をはじめとした施設の共

用化を可能な限り図ることで、施設規模の合理化を目指すとともに、

キャンパスモールに向き合う建物lに共用の講義室とともに 3学部独

自の実習機能を配置し、各フロアをブリッジでつなぐことにより 3

学部が容易に連携できる構成とした。

また、キャンパスモールの中央に広場を配置し、建物内について

も中庭や吹き抜けを設けることで多様なシーンを展開し、さまざま

な形のコミュニケーションが可能な空間の形成を目指している。

特に、東側 ゾーンのキャンパスモールに面した 2 つの建物の 4 階

部分は「学生・教員j のコミュニケーションの中心ともなるカンフ

アレンスフロアとして位置づけ、 2本のブ リッジで 2棟を結び回避

性を高める形態とした。

このフロアは外周にオープンなガラス張りの教員研究室を配置

し、中庭を持つ内部側に「教員 ・学生j のコミ ュニケー ションの核

となるオープン、クローズの 2種類のカンファレンスルームを設け

た梢成となっており、フロア全体が一体的なコミ ュニケー ションス

ペースと して機能することができる椛成とな って いる 。

このフロアに 3学部の教員のスペースを集約して配置すること

で、 3学部の連携に欠かせない教員同士の円滑なコミュニケーショ

ンを図る乙とも期待している 。

おわりに

現場の施工段階においても、大学側の思いを継承して受け止める

ための機会を持つことは不可欠であった。本大学が新設大学で、ある

こともあって、設置認可申請の進捗にあわせて設計変更、詳細協議

等が生じたことは言 うまでもない。

乙のような場面を、大学、設計者、施工者が一体とな って乗り越

えていく乙とが求められる。このためには関係者が、同じイメージ

を共有し、閉じコ。ールに向かっていこうとする熱意がもっとも大切

な要素であると考える 。

現在、施工の最終段階とな っているが、本施設が 「チーム医療」

のー裂を担う人材の育成のために役立つことを願ってやまない。

( やわた けんじ株式会社日建設計設計主管)
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各論 2 ・魅 力 を高める学校へ

小林聖心女子学院

~伝統と新しさが出合う教育の創造を~

宇野三恵子

お ば や し

小林聖心女子学院( 兵庫県宝塚市) は、阪急小林: 駅から緑豊か

な坂道を歩いて約 8分の所にある。四季折々に変化する自然の美 し

さを味わうことのできるこの教育環境は、乙乙で学ぶ児童 ・生徒た

ちの成長に大きな役割を果たしていることは言 うまでもない。

小林聖心女子学院の沿革

日本には本学院をはじめ、東京の聖心女子大学 ・聖心女子専門学

校 ・聖心女子学院 ・聖心インターナ ショ ナルスクール、札幌聖心女

子学院、不二聖心女子学院( 静岡県) と 7 つの姉妹校を持つ聖心女

子学院は、フランスでカトリ ック女子修道会 「聖心会j を設立母体

として1801年に始まっている 。 フランス革命の動乱期、 価値観が

多様化 し、命が軽んじられていた時代に生きた創立者聖マグダレ

ナ・ソフィア・パラは、キリスト教の人間観に基づき、社会に貢献

できる賢明な女性を育てたいと願って学院を創立 した。創立者のこ

の願いは世界に広がり、今では31カ国約150校の姉妹校が同じ教育

理念のもとに教育活動を展開している。東京に聖心女子学院( 通称

三光110'聖心) が初めて開設されたのは1908年である。 日露戦争終

結後、ローマ教皇は戦時中に日本が、特にi111州で外国人宣教師に示

した厚意に感謝するために、日本へ特派使館 ｩ を羽市ｾしている 。 その

使節来訪の折、日本の知識人の聞からカトリ ックの高等教育機関の

要望が出され、乙れに応えてローマ教皇は、男子の高等教育をイエ

ズス会に、そして女子を型心会に委託したという品百諜がある 。

小林聖心女子学院は1923年 5 月、神戸にドイツ人の別荘を借り

受けて住吉聖心として始まったが、生徒数が次第に増えてい ったこ

とに加え、関東大震災 (1923年 9 月) で大きな被害 を受けた三光

町聖心の生徒も 受け入れた乙とで手狭となり、本i格的な学院の校舎

建設が必要とな った。本学院の創立にかかわったドイツ人修道女マ

ザー ・マイヤーのもと、 1925年に現在の土地が学院のものとなり、

翌年 4月より建設工事に着工、 12月には校舎が完成し、学校は移転

して小林聖心女子学院と改称された。

マザー・マイヤーは関東大震災の教訓を活かし、大きな地震にも

耐 えうる現代建築の技術を駆使した強固な建物を建てたいと考えて

おられた。現在「本館」 と呼ばれている建物は、アメリカ人建築家

アントニン・レイモンド氏の設計による創立当初からの最も古い建

物である。当H時寺としては珍しいヨ一ロツ/パT風の建築様式の校舎で

められた教育は、人々の目にさそ守新鮮に|映決つたととでで、あろう 。レイ

モンド氏設計の乙の建物は、 1999年に文化庁より 「登録有形文化財j

としての指定を受けている。静かで、どっしりとした落ち着 きのある

たたずまいは、戦前 ・戦中 ・戦後の日本の歴史を共に歩み、その社

会の変遷の中で育、ってきた若者たちをずっと見守り続けている。

28 撞祭と社会 ・2∞7.2

小林聖心の教育理念と教育の特色

聖心女子学院の教育理念は次の言葉で表現されている。「一人ひ

とりが村! の愛を受けたかけがえのない存在であることを知り、 世界

の一員としての連帯感と使命感を持って、より良い社会を築くこと

に貢献する賢明な女性の育成を目指しますん この教育理念のもと、

教育方針として「魂を育てる Ｈ ｗ ｾ 、のり 』 から生まれる ｗ ｰ のち ｊ

へのまなざし) J r知性を磨く ( 広く深く創造的に考える力 ) J r笑行

力を養う( 世界と繋がり人に尽くすことのできる私)J という 3つ

の柱を掲げている 。キリスト教的価値観に基づき 全人教育を標携す

る聖心の教育は、目先の見える目棋にとどまらず、 一人ひ とりの子

供の成長を長い目で見守るまなざしを大切にし、愛によ って育まれ

た思いやりあふれる魂と、自ら考え、 実際に行動できる力の統合乙

そが、盟かな人間性の源であることを確信し、教育活動の実践に力

を注いでいる。

小林聖心女子学院において、初代学院長のマサ世ー ・マイヤーの教

育に対する姿勢は、創立85周年を迎えようとしている今日にも大き

な影響を残している 。女性の個としての確立を目指し、幅広い教養

を土台にし っかりと物事を考え、 判断できる女性の育成に心をかけ

られた。この85年の歩みを振り返る H寺、 ‘B ig  You， small i' という

言葉に凝縮されたマザー ・マイヤーの教育精神は、卒業生はもちろ

んのこと在校生の中に深く刻まれ、 受け継がれている 。マザー・マ

イヤーが常日頃から生徒たちに言い聞かせていたこの言葉は、日常

生活の中でつい自分の ζ とばかりを主張しがちな私たちに、自分の

ことは後回しにし、まず相手の声に耳を傾け、大切にすることを教

えてくれている 。戦前戦後の混乱期に学院長を務めておられたマザ、

ー ・マイヤーは、 地域社会の必要性に常に目を向ける 人であった。

そして、保護者 ・卒業生の協力のもと、大阪の釜 ヶiI崎をはじめ、 小

林、その他の地域で

マザ一 . マイヤ一の乙の生き方は、創立者聖マグダレナ ・ソフィア

が聖心女子学院を創立する |祭に掲げた「子供たちを通して、社会の

中に神のみ心の力が花聞きますように」という目的が、自に見える

形で具体的に示されたものであろう 。その精神は今 も小林聖心女子

品院の教育のあり方に大きな指針を示している 。

創立 ＸＵ 周年に向けてｾ i小中高一貫教育J の充実~

小林聖心女子学院は、 2008年に創立85周年を迎える。この年は、

1908年にオーストラリアから 5人の聖心会修道女が来日し、聖心

の教育が日本で始まって100年目という大切な節目の年でもある 。

この大切な年を前にし、本学院は変化の激しい現代社会の中で教育



理念を具現化 し、豊かな知性と感性、そして堅実な実行力を備 えた

女性を育成したいという創立者の ｊｾ ，ｒ ｾ＠ ) を現実のものにするために、

現在の教育のあり方を振り返り、次の 3つのことを柱に刷新に向け

て取り組んで、いる 。

①児童・生徒の発達段階を踏まえた教育の実践

現在、日本の中では公立学校も含めた小中一貫の動きが多く見ら

れ、文部科学省のもと、いくつかの研究開発学校が実践研究を重ね

ている。これは児童 - 生徒の身体的 ・精神的発達に細やかに注意を

払い、発達段階により適応した形での教育のあり方を模索する動き

と言える 。創立当初より 小・中 ・高一貰を実践してきた本校として

は、すほの 6 ・3 .  3制という教育制度を維持しつつも 、小学校 ・

中学校 ・高等学校の校舎が同じ敷地内にあると L寸 立地条件の良さ

を生かし、 小. Ｙ Ｚ Ｑ ・ 高の連 ｾ ｽｾを今まで 以 上に密にし、児童 ・ 生徒の

発達段階を踏まえた指導法、教育内容をより 明確にしていきたい。

一人の子供の成長過程を12年と L瓦う長いスパンで捉え、 小学校 l 年

から 4 年までを St age 1  、小学校 5 年から中学校 2 年を St age 1I 、

中学校 3 年から高校 3 年まで、を S tage llI と位置付け、それぞれ明陥

な教育目標をもって教育に当たれるよう検討を重ねている。

①よりきめ細やかな学習指導と生活指導の実践

現在、 小学校は一学年約80名の 2 学級体制である 。2008年度か

ら小学校段階では一学年 3学級体制とし、 ークラスの生徒数を低学

年では約30名、高学年では集団におけるかかわり能力をさらに強

め、 中 学校教育への接続をよりスムーズにするために、 ＳＶｾ Ｑ 体 制 に

したいと考えている。英語は今までと同様に、 l クラスを 2 つにわ

けた指導体制を継続し、それに加えて算数の少人数指導体制を検討

している 。初等教育での少人数クラスの実現は、従来にもましてし

っかりとした人間としての基盤づくりを可能にする 。合わせて、子

供の可能性を伸ばすためにゆっくりと時聞をかけてかかわっていく

ことのできる 12年間は、生徒一人ひとりの力を見極めながら 指導

し、 中等教育段階での生徒たちの成長を更に力強いものとしていく

であろう 。

①より充実した教育環境づくり

以上の教育を支える教育環境の整備 をしていくことが急務である

と判断した。小学校少人数 3学級体制を可能にするための教室数の

確保、 児童の様々な力を伸ばすための多様な教育活動が展開できる

空間の確保のために、 小学校新校舎と体育館の新築に着手するとと

にした。学校を包む美しい自然環境とともに、小学校新校舎に新た

に準備 される少人数教室やワークスペース、メディア センタ一等

様々な学習空間は、子供たちの感性を豊かにするとともに、現代の

学校教育の課題として挙げられているかかわり能力の育成、物事を

深く蝦り下げて自ら考える子供たちの育成に大きな役割を果たして

くれるものと確信する。

豊かな心をもった若者を送り出すために

若者の夢ややる気のなさが取り沙汰される時代にあって、本学院

の生徒たちは人生に対する長い展望をもって卒業し、多様な分野に

進学してL ベ 。卒業後 卜数年を経た卒業生が、社会や広い世界の中

で、また家庭の中で、 一人の女性として様々な形で貢献している姿

を見るにつけ、 小- 中 - 高で受けた教育の1il Uり知れない力を感じず

にはいられない。一貫教育の流れの中で、人が「生きるJ というこ

との意味と素晴らしさについて学び、かけがえのない一人の人間と

して生きた多くの人生の先輩にふれて、自分自身の生き方を考える

機会を十分与えること、そして価値観が大きく揺らぐ現代社会にあ

って、自己をしっかりと確立し、人と共に喜びをもって生きること

のできる盟かな心をもった若者を社会に送り出すことは、学校教育

の責務と感じている。

85年の歴史と伝統が生き生きと実感できる緑豊かな自然環境に

固まれた本館をはじめ、時の流れとともに増築されてきた建物は、

今も私たちに多くのことを語りかけている 。学院の伝統を息づかせ

てきた創立者の建学の精神をしっかりと受け継ぎながら、そ れぞれ

の時代の呼びかけに耳を傾け、伝統と新しさが出合う聖心女子学院

の創造に向けて、乙 れからも取り組んでいきたいと願っている。

( うのみえと 小林聖心女子学院校長)
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各論 2 ・魅 力 を高める学校へ

小林聖心女子学院の設計

~“ 建築" をめぐるかかわりを通して~

中村篤史

「古くて新しい教育の創造J をめざして

言 うまでもなく教育の主体は人である 。教え育むのも人であり、

それによ って自ら 学び成長 していくのも人である 。どんな子供たち

を育てていくか、どんな教育を行うのか。そのために今回の小学校

校舎建て替 えをどう位置付けるのか。どんな新しい学びの空間や形

式も、その教育理念が建築主である学校と設計者の聞で共有されな

いと成立しない。

小林聖心女子学院においては、それらについて 「古くて新しい教

育の創造j という表現で、その方向性が示されている 。それは今回

の校舎建て替えのために新たに用意されたものではなく、創立以来、

脈々と 受け継がれ、培われてきた理念と伝統に基づくものである。

聖心のアイデ‘ンティティー~精神と空間~

聖心女子学院において大切に継承されてきた精神と空間への哩解

を深めるために、教職員の方々へのヒヤリングと並行して、東京、

中UI宛の系列校を見学 させていただいた。そこで共通して強く印象に

残ったのは静かで、落ち着いた空間のたたずまいと、 擦とした子供た

ちの活き活きとした姿だ った。学院では規律や身だしなみなどをし

自立心と行動力を備えた人材の育成
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っかりと指導されている。それは昨今流行の 「自由j な校風とは対

極にあるように思われるが、見かけの 「ゆるさ J を排したその厳し

さの中に、 子供たちの個性を尊重し、自立心を育む深い信頼と愛情

が感じられる 。

学力低下を受けて、現代の学校教育は再生の必要性が1111 ばれてい

る。そこで見直されつつある「早寝早起き朝ご飯j に代表されるよ

うに、規則正しい生活習慣は学びの基礎である。創立の精神と一体

とな った空間において、それが信念をも って実践されていることが

新鮮な驚きでもあ った。

これまでの学びのあり方の継承と発展

具体的な設計にあた っては、理念、空間、教育方針など、あらゆ

る面に息づく聖心のアイデンティティーをふまえ、伝統の継承と新

しさの調和をめざした。

小林聖心女子 学 院の校 舎 は ａ レイモンド設計の本館Ｈ 管 理部 ｉ Ｇ Ｂ ｾ 、

中学校) を中心に、竹腰{ 建造設計による聖堂、小学校棟、高校棟か

ら構成されている。特に登録有形文化財でもある本館は、小学校新

校舎と相対する位置にあり、デザイン上意識せざるをえない存在で

あった。

国際理解のための少人数による英語の授業



新校舎の内外観は、豊かな緑に囲まれた本館をはじめとする既設

建物の雰囲気を大切にする乙とを心がけた。凹凸のある壁面や庇な

ど既設建物のボキャブラリーを援用しつつ、ガラスを多用し、現代

の教育空間としての機能とデザインを両立している 。木材を主体と

した仕上げ材料は質感を吟昧して、 11産すきε ず、上品で、落ち着いた空間

として p る。

今回のプロジェク卜に設計者として参画させていただいた 時に

は、すでにオープンプラン ・スクールは志向 しないことが明確にな

っていた。それは他の教室からの伝播音などによる学習に対する集

中力の低下への懸念からだけではなく、学院が伝統的に行ってきた

少人数教育をさらに発展、推進するという方向性が明確になってい

たことによる 。

施設計画としては、その方向性の実現のために英語教室をはじめ

とした少人数教室を多数確保した。同時に、多様な学習形態に対応

口l能なワークスペースや、図書館とコンピューター教室が述携した

メディアセンターによる新しい教育スタイルも展開可能で、ある。

また、乾式工法を採用した教室聞の壁や、将来の改変を想定した

設備計画などさまざまな工夫によって、フ レキシフやルで、永く使いや

すい学ひ寺の空間の実現を図っている。

伝統と先進を融合した本館側のファサード、

柔らかな曲面で構成される体育館

調理室や体育館は中 ・高の生徒の利用も想定し、独立して管理可

能な計画としている。このように12年にわたる世代が同じ敷地で学

び、生活するという立地を活かした交流によって、相互の発達が触

発されるととが期待される。

同一性と多様性

聖心女子学院の教育理念にある「一人ひとりが神の愛を受けたか

けがえのない存在であることを知る」乙ととは、自分以外の存在を

認め、同H寺に自分を客観視することと同義で、あると考えられる。

子供たちは他者との関係の中でアイデンティティー( 自己同一性)

を確立してL ぺ 。それは多様な存在との関係において相対的に獲得

される 。ひとはひとりでは成長できない。学ぶことも祈ることも、

自分を客観的に捉え、自分に足りないものに気づき、それを獲得し

ようとする心の働きという点で、共通した関係性の上に成り立って

いる。この同一性と多様性の関係は人間の生の営みがもっ本質のひ

とつである 。小林聖心女子学院において創立以来教えられてきた自

分の周りのものへの感謝や思いやりの大切さも、きっと同じ本質に

根ざしているのだろう 。

詰め込み教育から体験教育、そしてまた体験教育への批判へと、

日本の教育の方向性は揺れ動いている 。 しかし日本における聖心の

教育が始まって100年、 小林聖心女子学院が創立されて85年の永き

にわたり、聖心の教育理念はぶれることなく継承されてきた。それ

を可能としたのは、建学の精神をしっかりと受け継ぎながら、時代

の流れの中で謙虚かつ客観的に自らの教育をみつめ、「古くて新し

い教育の創造j に取り組んできた姿勢であろう 。ここでも前述の同

一性と多様性の関係が見出せる。この関係はフラクタル構造のよう

にひとが生きるさまざまな場面、レベルにおいて、さまざまな様相

でたち現れる普遍の構造なのだ。

“ 建築" すること

とのプロジェク トを通 して、建築空間の設言十者としてだけではな

く、父親として、また人間として考えさせられる乙とが多かったよ

うに思う 。それは聖心の精神 と空間、そ乙に生きる人々との関係に

よる 「気づき」の思統で もあ った。

建築主の思いを建築的に表現する行為とは、学ぶこと、祈ること、

生きることなど、建築主がｊｦ ｬｾ 々と Ｃｬ ｩ￞衣してきた理念と実践について

私なりに解釈し、構築し直す作業にほかならなかったのだ。

( なかむら あっし 株式会社安井建築設計事務所大阪事務所設計部設計主i !i)
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各 論 3 ・新しい教育システムの学校

水と緑の健康都市( 箕面森町) の小中一貫校

~小中一貫教育の推進~

中野仁司

しんまち

箕面市北部・止々呂美地区の新しいまち( 箕面森11 l J ) の開発に伴

い、既存校の止々日美小学校・中学校を新築移転するため、平成15

年度より箕面市教育委員会、学校、 地域でプロジェクトを設置し、

新設校の基本稿怨 ・設計及び教育内容など、ソフト ・ハード両面か

ら検討を進めてきた。止々呂美小・中学校は、児童 ・生徒数はあわ

せて30数名の小規模校で、同一校舎内に小学校と中学校があり、運

動会や文化祭を幼 ・小・中合同で取り組み、多くの地域住民の参

加 ・協力のもと開催するなど、様々な教育活動において小中間や地

域との連携が非常に良く図られている 。

新設校の検討にあたっては、これらの既存校の良さを一層活かし

ていくととを基本に進めた。また、止々呂美小・中学校では、平成

15年度より大阪府教育委員会の指定を受け、 小中一貫教育のあり方

等について調査研究を進めており、これらの成果も踏まえ、全国の

公立学校では珍しい 「施設一体型」小中ー貰校として平成20年 4 月

に開校する ζ ととなった。また、この箕面森l可の小中一貫校をパイ

ロッ ト校とし、 箕面市内の各中学校 区 ( 一部を除き l 中学校区に 2

つの小学校がある) では、連携( 隣接) 型の小中一貫教育を平成20

年以降、段階的に展開する予定である 。

小中一貫教育のめざすもの

(1 ) 小中の段差の解消

戦後に確立した 6 ・3制は60年近く経過しており、現在の子ども

の心身の発達状況に十分対応しておらず、結果として、小学校から

中学校ヘ進学する際のいわゆる 「小中の段差」 につまづく子どもた

ちが増加 している 。つまり、小学校では学級担任制、単元ごとのテ

ストなどきめ細やかに指導が行われるが、中学校では教科担任制で

中間期末考査があり、学習のスピードも速く、内容も高度 ・専門化

する 。また、中学校入学と同時に、最上級生から一気に最下がだ主と

なり、立場や周囲の対応も大きく変わる。

このような急激な環境の変化についていけず、勉強がわからなく

なったり、不登校となったりする子どもが中学 l 年生で激増してい

る。小中一貫教育のねらいのひとつは、乙の小学校から中学校の段

小中の段差を低くするために

" 0 不笠校いじめ

O 問題行動

O 学習意欲

0 学校のシステム

司 j 学 校 > I  円

lο ・野 L
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差、つまり大きな階段を小さな階段に緩和し、子どもがスムーズに

中学校に移行できるような環境をつくることにある 。

( 2 )  9 年間を見通した一貫した学習・生徒指導の推進

小学校と中学校は義務教育機関ではあるが、組織- 文化 ・風土が

異なり、学校全体の教育目標や教科ごとの指導目標などもそれそeれ

が作成しており、必ずしも義務教育 9年間を見通したものとはな っ

ておらず、小中の接続がうまくい っていない面がある。小中ー貰教

育は教育目標や指導目標などについて 9年間のスパンで見直し、教

職員が共通の教育観で指導にあたり、 9年間を一貰 した学習指導・

生徒指導を行うことにより 、より教育効果を高めていくものである 。

パイロッ卜校における小中一貫教育

新設校の検討にあたっては、既滞校の良さ( 地域や小中間の連携

の良さなど) や小中一貫教育についての研究成果をさらに発展させ、

「小中一貫教育が展開しやすい学校J ["新旧住民のコ ミュニティの核

としての学校J をコンセプ卜に、地元住民や学校、教育委員会でプ

ロジェクトを編成し議論してきた。

新設校では子どもの心身の発達に応じ、 9年間を前期 4年( 小 1-

小 4) 、中期 3年( 小 5 - 中1 ) 、後期 2年( 中 2 ・3) に区分けし、

それそ守れに指導計画を作成するとともに、教職員が小学校・中学校を

兼務し、中期から教科担任tI刊を導入するなど指導方法を工夫 ・改善

する。それを支えるハードとして校長室、職員室はひとつとし、 l 年

生 ( 小 1) から 9年生( 中 3) までの普通教室を同一フロアーに配置し、

前期普通教室はオープン型、中期 ・後期は教科教室型としている。

また、既存校は自然環境に恵まれ、自然観察会や炭焼き体験など

特色ある活動を行っているが、新設校においてもこれらを継承する

とともに、エコスクールとして風力発'竜 ・太陽光発電 ・雨水利用設

備を整備し、環境学習に活用して p く。

さらに、「総合的な学習のl時間」を活用し、小学校 3年生から英

語に償れ親しみコミュニケーション能力を培う観点から、英語活動

を体系的に実施するととともに、箕面市の歴史、文化、福祉、環境

などについて体系的に学び、知ることができる( 仮称) [ " テーマ

ふるさと みのおJ に取り組んでp く。そのために、図書館、コン

ピュータ室等を一体化したラーニングエリアを配置し、調べ学習が

しやすい環境をつく っている。

パイロッ ト校として小中一貰教育をスムーズにスター トさせるこ

とが市内全校の教育効果を高めるととや、新しいまちの成功の一助

となることを踏まえ、箕面市では開校に向け学校、地域や教育関係

機関等と連携し、引き続き取り組んで、いく 。

(なかの ひとし n而T I ' i 教育委員会事務局教育推進部教育政策諜長)



各論 3 ・新しい教育 システムの学校

( 仮称) 水と緑の健康都市小中一貫校の設計

"-'1縁J を形成する要素としての学校~

高坂憲治

( 仮称) 水と 緑の健康者11市小中ー貰校はPFI 事業 として、 2008年

4 月開校をめざして今後工事着手するため、ここでは設計の考え方

について述べる 。

新しい小中一貫校の考え方

本校は、箕面市北部に新たに開発される住宅地に建設される、箕

面市立の小学校と 中学校のー貰校である 。新都市は、 「縁」 を l つ

のキーワー ドとして 13つの共生( 三共生) = 多世代共生都市・ 環

境共生都市 ・地主制宅生省11市J からなる 地域共生を、その開発コンセ

プ トとしている 。学校は、 「縁」 を形成する重要な要素として位置

づけら れ、箕面市における 学校教育の展開とともに、 地域 コミュニ

ティの核としての機能が期待される一方、新都市の魅力拠点として

の役割も期待さ れている 。

本校は、 既存の止々目美地区と新古11市の子どもたちが共に通う 学

校であり、 学校を 中心として新旧住民が l つの コミュニティを形成

することをめざしている。すなわち本校は新都市の南端部、 止々g

美地区との結節点、 既存の止 目々美小中学校から望むことのできる

高台に位置している 。既存地区と新都市の児童 ・生徒の通学や両地

域のコ ミュ ニティの点からも、この学校の位置のもつ意味は大きい。

配置計画

敷地は約 3 haで、やや東西に長 くフラ ッ トに造成されている 。南

側は自然地形を残した斜而に接しており、 1ヒ々 呂美地区やその背後

の山をIY出 で、きる環境にある 。

敷地へのアク セス道路は、止々呂美地区を通る国道423号か ら分

低学年クラウンド

l岐して新都市に至る東西線のみである 。新都市は高台にあることか

ら、勾配のある東西線が学校の敷地 レベルと接するのは敷地北側の

l カ所のみであるため、ここを正門とし、 止々呂美地区からの徒歩

の通学路の南門を結んで、敷地中央部に南北のパスを設定し、パスに

沿って校舎棟 ・ア リーナ棟・プー j レ株を配置した。

パ スは歩行者用の通路であり、敷地内は歩車分離を原則 として車

の動線の範囲を限定した。

グラウン ドは、 小学 1年生か ら中学 3 年生までの児童 ・生徒の体

格や活動の違いに応じて、中高学年用と低学年用を配置 した。

建築計画

全体に コンパクトな学校とするため、校舎移転 - アリーナ棟 ・プー

ル棟の 3つの棟は 2階建てとした。

・校舎棟

本校は、 9 学年13クラス( 予備教室 ・学童保育室含む) 、児童生徒

数520人の学校として想定 されているが、開校当初は止々 呂美地区

の子どもが主体であり、新都市の成長とともに児童生徒数も増加す

ることになる 。そこで当面は学校規模に比べ少人数となることを考

慮して閑散とした印象を与えないように、 主要な活動領域である普

通教室を2階デ、ッ キ( 中庭) を中心にロの字型に集中配誼して、児

童 ・生徒のお互いの活動の気配を感じるととができるようにした。

教室をロの字型に配置するごとにより、校舎内の動線に行き止ま

りがなく 回ることができるサーキ ュレーションを実現している。

カリキュラムの桃成に従い、小学 1年から中学 3年までの 9学年

を前期( 第 l 学年から第 4 学年) 、中期( 第 5 学年から 第 7 学年) 、

高学年クラウンド

小中一貫校配置図
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後期( 第 8学年から第 9学年) に対応した教

室配置とした。

前期学年は学級教室型運営を前提としたオ

ープンプランタイプの教室とし、クラスルー

ムに近接してワークス ペースや図書コーナ

一、アルコーブなどを配置し、ティームティ

ーチングや少人数による学習の展開がスムー

ズに行えるようにした。

中期 ・後期学年は教科教室型運営への移行

を視野に入れ、セミクローズタイプの教室と

生徒の居場所となるL S ( ロッカースペース)

をセットで配置した。

l 階には、校務セ ンター ・特別教室 ・図書

室 ' F L A( フレキシブルラーニングエリア) ・保

健室などを、中庭を中心に配置した。図書

室 . F L A . P C教室 ・ランチルームは、児童 ・

生徒の自由な学習の場として学校の中心的な

位置づけを与え一体性をも った桃成とした。

昇降口は前中後期学年に応、じて分散型と

し、 2 階デッキに設けた。昇降口を 2 階デ ッ

キに配置したのは、教室へのアプロ ーチ動線

を限定することでセキ ュリティを高めること

が可能になること、子どもたちが毎日顔をあ

わせることにより、 9 学年の違和感をなくす

ことが可能になることによる 。

. アリーナ・プール棟

アリーナ株・プール株は、ともに校舎棟 2

|稽からアクセスできるような動線をliiii 保した。

プール棟 l 階には、クラブボックス、給食

調理室、地域開放室などを配置している 。

・設備など

本校は箕面市内にあ って寒冷地に立地する

ため、校舎棟には都市ガスを熱源とした床下

祖風暖房を採用した。また、環境教育の一環

として太陽光発電や雨水利用を導入している。

*  

なお、本校の基本設昔|・ 実施設計にあたっ

ては、 CAt小11烏一浩氏に協力いただいた。

( こうさか け ん じ 株 式 会 村 山 商 建 築 町 側 )

大阪Jrc粉iifilli 築計画iJ 虫剤昔fS長
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前計画を知霊的に継承却¥"(II している。

そして完了検査率を向上させるもう 1つの仕組みは、「札喋幼女

全安心4俗並計画J の施策にもその的確な謝庖が求められているもの

であるが、 中ｼ首外 交出 ｬ ｩ 雌 である 。 に ｉ Ｂ ｉ ｉｉ 険査 制 度は、自巣 ｍｩｾ［Ｈ＿ ，と完了

検査の聞の中間段階で、榊造脇体等の完了検査段階では、日視でf J '(t

認をすることができない|思議部分を検査し、主として構造部分の安

全性等が法で定められたJμ 院に適合しているかどうかを検査する制

度である。

大阪市では、平成12年度に li' 間検査制度を発足させ、まず|併数

Ｓ 以上 で、延べ面積 Ｕ ＰＰ ｮ ｩ を組えるブ､ｩｊｩｉｩｉ奨建築物と Ｓ Ｑ 省主ｾて木造住 ｣ ち

を対象としてスタートし、その後 Ｓ 巨 ｬ の対象週議羽ｾ Ｉ のお ｩ 次を行 って

きた。その結果、仁1:
11m検査制度発足以前は十数パーセントで、あった

完了検査率が、平成17年度末のヨ弱点で74%にまで向上した。

l 完了検査の効用

彊操辺L域主法では、工事が完了すると検査を謁J包し、当該工事に係

る且喋物及び敷地が週操基準法に規定される基準に迎合しているか

どうかをU館記することになっている。この検査を「完了検査j とよ

び、検査に合格した誼弊| 勿には検査済証が交付されることになる( 図

， ) 。完了検査に合絡してはじめて、建築基準法に定めら れている

基準を建築物がi ) . 1.起 していることが証明 されるわけで、あり、逆に言

えば、確認阜市 Ｚ ｾｦｬ ｽ を 出 して乱喋附問、を受けているだけの邸側。、あ

るいは、そもそも1照的責恋で建てら れた建築物は法に定められた最低;

基準すら満足していない危険なE齢制勿である可能性が高い。

完了検査率を向上させるf 凶日みとしての中間検査flll J度等の仕組み

は、を白磁基準法に基づくもので、あ るが、大阪市では、こうした法に

基づく仕組み以外に大| 仮T問山白の施策として、完了検査率 を向上さ

せる仕組みを設定している。

1つは、中間検査や完了検査の受検率の向上を図るために'Jf}j包し

ている受検の督促状の送付である。m白Z申請l侍の'1育報に基づいて、

検査H寺矧を過ぎても4泊笠の受検申詰がない建築主に対して文t!?によ

り受検の通知1を期包してL泊 。 2 つ目は、建築E慨 を した 鍛 糊 に

対しての建築パトロールの多窃包であり、 3つ目が、今回新たに発足

する「大阪市E際 安全マーク j の制度である。

「大阪市建築安全マーク j の制度は、平成17年度策定の 「新 大 阪

市建設物安全安心実施百 l'jlfrj J の施策のひとつであり、平成18年度

劃 泡を予定している。この制度の目的は、マーク机li り付けた札喋

物が延喋基準法による完了検査に合絡し、を操基準法に定められた

基準を満足する適法なｾ築物であることを広く社 会 に示すととも

に、適法な建築物に対する rl 1民7Z哉の向上を図ることにある。

このマークを@場当勿の正而の公衆の見やすい場所に取引、l けて、

協謎準法を制: する乙との重羽生を辺築主に再櫛恋してL、ただく

契機とすることを考えてL泊 。加王、大阪市内相撲f J '(fi 認 ・ 蜘 協会

務を多訪包している指定雌52検査機関は27 . 機関あるが、このマーク

の制度については、大阪市が111依完了検査を実施した叫撲場。だけで、

はなく、指定 ｬｩＨｪ 澗検査機関とも辿 ｗＺ し、指定ｦｊｾ白砂知ｾ ［機 ｼ 主 Ａ が完了検

査 を 知itIi した建築物においても謝包する予定である。

マークのデザインは( 図 2 ) 、金属製素材

を用いた耐久性のあるものとし、厳正な法の

執行を象徴するものとして質実で堅固なイメ

ージのものとしている。色彩については、建

築基準法による基準をすべてクリアに満足し

ていることを示すものとして、くもりのない

青空のようなスカイブルーをベースとした色

調としている。 乙のマークのI1日|皮を敷術し、

大阪市の完了検査率をさら に向上させ、「住

まい・乱場当勿の安全・安心の1刷呆J を目 指し

ていく予定である。 ( ゃまだこうω

l 大阪市独自の完了検査率を向上させる仕組み

建築基準法の手続き

建物の安全性を 3段階でチェ ッヲ

平成 7年に発生した阪神 ・協治大震災では、多くの週諜物が倒威

し、人的被害も甚大なものになった。本来、人聞を守るべき、ンェル

ターであるはずの百議事協が 、逆 に 人間に ｗｾ 、かかる凶器 ［ とな っ てし

まう事f忠となった。

{自j壊した菌製1 WJ がすべて完了検査を受検してL 、なL吐 劉wl とL 、う

わけで、はないとおもうが、平成 7年当H寺の完了検査率は、大阪市内

の実紛で、は13 %に過ぎず、また全国平均でも 35%という低い水準

にあったのが実' 附で、あり、自身鞠J の倒壊と完了検査の未受検には高

L、相関| 刻係のあることがt(tiWIされる。

阪布 Ｑ Ｑ • 淡 路ブ議 災の ような弘際協の安 全性 ｬ こ 起因する 災害を ｬ Ａｊ ￭ ぐ

ためには、日談話陣法の執行制征化 し、相こ完了検査の掲泡率を

高めていくことが必裂である。

計画内容が建築基準法に適合しているか

チェック。

[確認済証I交付

工事完了時に建物が建築基準法に適合し

ているかチェック。

f績宣済証j 交付

工事途中で基礎柱ーはりなどの骨組み

を中心に倹査して安全性をチェック。

f中問機査合格証j 交付

( 検査が1回の場合と2回の場合がある)

図 1

35 

大阪市で完了倹査を実施

指定確認検査機関で

完了検査を実施

建築と社会 ・2∞7.2

-・・・. mum . _

a・・E 完了陸直吉田・・・‘

l 完了検査率を向上させる仕組み

完了検査率を向上させる仕組みとして、平成10年の建築基準法

改正では 2つの仕組みが用意された。

l つは、改正法の施行を的確に期泡するための仕組みとして、国 ・

都道府県- 特定行政庁や民間の関係団体をも劃庖主体に含めた、「建

築秒庇全安心イ似箆|画 j の策定である。この計画では、 折雌すべき

施策として、①工事監理操務の適正化 とその制蔀J ) 中間検査及び完

了検査の的H肱 到 厄@ 漣反魁納責櫛: の総合的な干側関① 消1'i: 者に

対する ｦｩＧｈ ｩｬｬＳ的な ｻ 官報 ｊ 刻ｾｾ及び普及 啓発 の Ｔ つが定められた 。

大阪市でもこの椛進計画を受け、平成12年に「大阪市安全安心

実施計画J を定め、平成16年度までの 5 ヵ年を重点実施期間とし

て同様の施策を実施してきた。 また、さらに平成21年度までを重

点笑施期間として 「新大阪市建築物安全安心実j踊 |画 J を定め、



都市部での利用が期待される地中蓄熱

中 村 慎

紛竹中工務盾環境。エネルギー本部濁暖化対策グループグループリーダー

363 設備の頁。>l

設備システム決定よりもか

なり前段階) で探用の意思

決定をして、工事言|画にあ

わせて烈i交換方式や蓄熱誌

を設計することが重要なの

である。 さらに、止水墜を

利用することは、蓄熱した

熱が流されてしまうことが ( 1 )仮設井戸と止水壁を ( 2) 杭に熱交換パイプを

利用した直抜方式 設置した間接方式

なく熱回収率の高いシステ 図 1 建設工事計画とマッチしたコスト

ムになるほか、先に述べた ダウン方式

設計 リスクを怪減できるため、今後の普及に関して大きく 均H寺され

ている。

地中蓄熱は、 組搬のもつ大きな斜溶量と断熱性を利用し、夏の冷

房y，¥MJI 裂』を地中に蓄えて冬の暖房に利用し、冬の暖房冷羽|梨』を夏の

冷房に利用することから、冷暖房熱源システムの高効率化 ( = 省エ

ネルギーや地球澗凌化防止) だけでなく、ヒートアイランド現象緩

和の文撒どしても有効な手段で、ある。現在の日本ではこの地中蓄熱

技術への期待が高ま ってL 、るものの、雪匡|の暖房や融雪という限定

的な利用が多く、者11市部でのオ寸名的な熱源としてはこれから普及の

レベルを迎える技術で、ある 。

l 都市部での普及を期待して

さて、官頭に述べたように地味渦暖化 防止やヒートアイランド対

策に則侍される地中苔裂は5Si 1:j の普及への期待を込めて、筆者がイメ

ージする街づくりを紹介する( 図 2 )。ポイン トを以下に示すが、

省エネルギーを実現する ｾＡＧ｜ｉｾ ミある面的な Ｑ 剥七都市である 。

( 1 ) 冷暖房割問』を地中に蓄えて、季節聞で熱の官高指利用をする 。

(2) 年間降水量分の蒸発作用を実現するために雨水と 地下水を樹

木や道路ヘ散水し、開発前と同等のilMI いを与える。

( 3) 道路を車111とした風の道を設ける。

( 4) 街路樹と連動した週当勿の緑化で、面的に緑化を1構成する。

地継は必ず存在する貨ー重なエネルギー源であり 、喜子製ば* である。

地下水も よじ鮫的高い剖合で者日市の"1:1に存在する貴重な資源である。

地下水の利用を規制している士山1或もあるが、目的にあわせてルール

( 節度) を守って有効利用することにより、その存在仰l値が大きく

なり、システムはオ心統的になる。地刻場i境の時代 に欠かせないのは、

その土地や環境にある自然の恵みとその仰H直を再考し、あるべき姿

を怨像しながら共生の粕神で循環利用していくことである。地中喜子

熱という技術はそんな思いで普及していくのではないだろうか。

地中蓄熱を利用した・潤いある面的緑化都市のイメージ図 2

地中に熱を蓄える場合、 地下水を汲み上げて直接熱交換する方式

( 直接方王りと、熱交換パイプを埋設して間接的に熱交換する方式( 間

接方式) がある。 2つの方式には一般に以下の長所がある。

( 1 ) 直接方式- CI凌 仰! な設備で熱交換宜が大きく取れる①地下水

の総合的利用を併用できる

(2 ) 間接方式- ( D t山下水がないととろでも利用できる

国経; 剤金 上記 2つの方式に共通する大きな毒R習は、代替の冷暖

房熱源システムと比較した経t斉|生を向上させることである。C O
2
排

出量の低減やヒートアイランド防止効果が電気代の削湖国のように

明l確な投資効果を説明できないため、技術の普及意欲が高まらない。

イニシ ャルコストの増は、井戸や熱交換パイプの設置費用と柑盤 調

査費用などである 。筆者のケーススタディでは、 節約できる電気代

で初期投資分を回収する単純回収ゴF-数が、直接方式において 7年か

ら12制空度となった* 1。

. 言語十に必要な配慮 地中蓄熱は、その刈雌の状況により左右さ

れる技術である。北欧やドイ ツでは完成したJ対前として見られがち

なとの技術が、日本においては未だに実用化に向けた揃情的諜題を

残しているのもそのためである。例えば、 実|燦の熱回収 ( 簡単lこは

ffcの地下水が汲み上がるか、何W の熱量が取れるかなど) が予測l

値と大きく異なることがある。これは設計段階において地下水の流

れを正しく抱纏できなかった場合が多L 、。地中高: 熱は刈盤のもつ|凌

駄な情報に基づいて設計されるため、設計者は通常の設備設計的感

覚 (10 %精度で機種選定やランニング試算をしている感覚) とは

大きく異なることを邸! 僻することが必要となる。地下水流の影響を

討; 算した例では、 地下水百ffiiAを 10m/年として65%の熱回収率を見

込んだ場合、もし40m/年で流れていると、熱回収率が35%になっ

てしまうことが示されている叫。 ここで地下水流速の実測精度に

ついて論じることは省略するが、たとえ実ilHl値に基づいて設計しで

も、との相亙の| 凌I沫さ( = 設計リスク) を討容する必要がある。

l 地中蓄熱の 2 つの方式と課題

設

備

の

頁

参考文献

*  1  "1"中羽山まか，モテソレピルにおける省エネj レギーがJ梨と経?矧生 9i! () 出内，ii ト水層

ｦｴｬｾ 熱システムに関する研究Ｈその ＲＩ ， EI本建築学会計画系論文集，第554

号 PP.41-46，2002 

Ｂ ｉ Ｇｏ ｈ 似ほか， 地下水 流と ｬ 回世が干 ｾｩ 秀樹ｾＪに及Ｈ［ｪ［ＧＭず営業蜘 也 ｬ λ Ｑ ［ Ｚ ，ｽ Ｚ水防払熱

システムに関する研究 ( その 4 )， 日本辿築学会大会学術講演級! 概集，

PP. 173- 174， 2000 

まこと)( なかむら

* 2  

l 課題解決のポイントは建設工事計画との整合性

上記の乱Ji ! H 解決に向けて多くの試みがなされてL 唱 。例え凶直接

方式では、地下躯体の施工時に仮設材として設置される井戸や止水

盤を、本設の蕗熱用井戸と帯熱憎iM&体として利用することで大きな

コス トダウンが図れる。また、 |間後方式で、も週勤!の杭に熱交換パイ

プを設置する ことによ って掘削コストを削減することができる。 こ

れら建設工事計 画と 一緒になって熱源設計を計画していくことが、

経済性を改善するポイントとなる( 図 1 ) 。言い方を換えれば、 地

中蓄熱を言 li 面するには、工事言|画がなされるタイミング(一均史的な

建築と社会 ・2∞7.236 



[お知 らせ] n f o r ma t i o n  

ブルーノ・タウト展- アルプス建築かう桂離宮へ- 大阪市立美術館「日展J

ドイツの建築家ブルーノ ・タウ卜 (1880- 1938) の

展覧会が、ワタリウム美術調で始ま っている。

タウ卜は桂離宮を再発見したことで知られる。 日本滞

在中に設計した「熱海 ・日向邸J (1935- 36) の一般

公闘がし、ま始まり 、ワインレ ッ ドのシルクの壁に包ま

れたインテリアが人気を集めている。また、fニッポンj

f日本文化私聞 などの著作は、日本人のための日本

文化の手引きとして、いまも読み続けられている。

本展はタウ卜の作品約170点、がドイツの 8 カ所、 日本

の 6 カ所から集められ、タウ卜の研究家マンフレド・

シュパイデj レ1専土 (アーへン工科大学樹受) の構成の

下、 3 つのコンセプトに沿って展示されている。

・第 1部「建築芸術のユートピY J ー ドローインク集

『アルプス建築j 、パビリオン「クラスハウスj 、『画帖

桂離宮j のオリジナル図版、ユートピアの全貌。

・第 2部「フルーノ ・タウ卜と日本の友人たち」 ー娘、

民芸の柳宋悦 ドイツ文学の篠田英雄、唯一の弟子と

言われる工芸家の水原徳言らにあてた手紙。

・第 3部旧向邸と工芸」 一 日向邸の一部を原寸で復

元し、そこに工芸品や家具を展示。

会 期 2007年2 月3 日(土)- 5月27日( 日)

11 ・00- 19 ・00 (水曜日は21 ・00まで)

月曜日休館 (2/ 12、4130は開館)

会 場 ワ タ リ ウ ム 美 術 館 TEL 03-3402-3001 

東京都渋谷区神宮前3-7-6

営団地下鉄銀厨謀「仰E前 町 よ り 徒 歩 8分

入 場 料 大 人1，000円、25歳未満学生800円

圃講演会「タウ卜建築の夢J 全 6回、各19: 00- 21:00 

「日向邸J 1936年 燭影. 三沢博昭

3 月 2 日(金) 隈 研 吾、 3 月9日( 金) 磯 崎 新、

3 月16日( 金 ) 井 上 章 一、 3 月23日( 金 ) 進 士

五+ 八、 3 月31 日(土) アーサー ・ビナード (詩人)、

第38回日展への応

募総数は13，526点

で、 入 選 点 数 は

2，255点、無iま査作

品742点とな った。

大阪市立美柿ir館で

は、大家の213点、

入賞者の60点、 さ

らに大阪 ・奈良・

和歌山・兵庫の地

元作家の入選作品

岡村倫行「蘇J を加えて、307点

内閣総理大臣賞( 日本画) を陳列する。

会 期 2007年 2 月24日(土)- 3 月25日( 日)

4 月 6 日(金) 長谷川章 (東京造形大学) + 谷内到告 会

9  :  30- 17 :  00 月曜日休館

場大阪市立美術館 (天王寺公園内)

(群馬県岩丘代美術館専門員)

. ツアー「タウ卜とに っぽんJ

3 月17日(土) 高崎にてー講 師 谷 内 克 聡 と、タ

ウトが 2年 2 カ月滞在した少林山達磨寺i先心亭ほかを

パスでめぐる。

3 月25日( 日) ー熱海にてー谷口崇 (熱海タウ卜会

会長) と、タウ卜の残した「日向邸j ほかをパスで。

4 月14日(土) 一東京にてー講師. 斎稼理 (東京大

学客員研究員) と、銀座からブブノワ女史宅のあ った

大久保へ。

※ なお、講演会とツアーは定員になり次第締め切るの

で、早めの予約申し込みをワタリウム美術館へ。

大阪市天王寺区茶臼山町ト82

市営地下鉄御堂責務泉 ・谷町線 ・J R [ " 天王寺j

観覧料 → 引 ，000円、高大生700円

中学生以下、大阪市内在住の65歳以上は無料

陳 列 内 閣 総 理 大 臣 賞一岡村倫行「蘇J ( 日本函)、

三原捷宏「海風J (洋画)

文部科学大臣賞一神戸峰男「長風J (彫刻)、

並刑亘正わ朝の紋J (工芸美術)、 赤江草j成「白

山J (書)、 ほか

招待券希望者は、日本建築協会 (TEL 06-6946-6981)へ。

京都府美術工芸新鋭選抜展

「ル・コルビ‘ユジ工のパビリオン建築」展

京都で活躍する新進作

家64名 の 作 品 を 選 考

フィリッフ. ス・パビリオン

ブリユツセル万1専(1958年) での

フィリップス社のパピリオン

上= エントランス周り

下= 屋根のディテール

ル・コルビュ ジエ (1887- 1965) はパビリオンにお 委員会で選抜し展示す

いて、住まい、水、総合芸術、人類の歩みとし、ったテ る「京都府美術工芸新

一マのもとに、カラフルな内部空間や大胆な仕掛けを 鋭 選 抜 展 - 2007新し

取り入れたスペクタクルな空間の創造をめざした。 い波- J が、京都文化

ギャルリー ・タイセイでは、フィリ ップス館 (1958)

をメ インに、パビリオン建築 8作品 を残された図面や

ことばとともに紹介する。

会 期 2007年 2 月5 日(月)- 4 月13日(金)

10 :  00- 17 :  00 土日祝日は休館

会 場 ギ ャ ル リ ー ・ タ イ セ イ T EL 03- 5381- 5510 

東京都新宿区西新宿ト25- 1

新宿センタービル17階

入 場 無 料

展 示 ・パビリオン建築ー レスプリ ・ヌ ヴ ォ 館

(1925)、ネスレ館 (1928) 、新時代館 (1937)、

ハータ館案 (1937)、フランス館計画 (1939)、

アイデアル・ホーム計画 (1939)、ポル卜・

マイヨーの展示館案 (1950)、フィリ ップス館

・映像作品ーフィリップス館内で上映された

「電子の詩J (上映時間 8分)

博物館で開かれてい

る。

なお展示作品の中から

吉本直子 「自の棺J

審査委員 7 名により 、 (昨年度癒優秀賞美術部門)

美術部門、工芸部門についてそれぞれ最優秀賞 と、審

査委員推奨作品 (各委員 1点) 前室ばれる予定。

会 期 2007年 2 月 1 日(木)- 2月15日(木)

10 :  00- 18 :  00 2/13(火) は休館

会 場 京 都 文 化1耕線官 4階特別展示室

京都市中京区三条高倉 T EL 075- 222- 0888 

入 場 料 一 般700円、大高生500円、中小生400円

構 成 ・美術部門 34人 ( 日本画、洋画、版 画、

彫刻、 ミクスト ・メディア)

・工芸部門 30人 (染織、陶芸、漆芸、木竹、

金工、諸工芸)

招待券希望者は、日本建築協会 (TEL 06-6946-6981) へ。
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フォーラム「企業がこどもたちに伝えたいことJ ビオトープ管理士誕生

現在、初等教育の段階から子供の職業観 ・勤労慨を養 定 員 300名 (定員になり次第締め切り ) f ビオ卜ープ管理士j はビオ卜ーブ事業を効果的に推

成する「キャリア教育」が全国的に推進され、企業の 申込み F A X  (06- 6944- 6330) で、大阪商工会議所 進する専門校術者であり 、「計画J f施工」の 2部門に

社会的責任 (C S R) として「次世代育成J は重要な 人材開発部人材育成担当係へ。 分かれ、さらに責任者レベルの 1級と基礎知識を有す

柱と位置づけられている。産業界がキ ャリア教育を支 ・麗周公演「企業とキ ャリア教育のかかわり j 樋口武 るレベルの 2級に分かれる。

援する意義とその効果などにつし守、大阪商工会誹庁 男快和ハウス工業代表醐帝役会長) 側)日本生態系協会か昨年 9 月24日に実施した平成18年

はフォーラムを開催する。参加費制ヰ。 ・実践事例「企業とつくるキャリア教育J 度ビオ卜ープ管理土資格試験には2，515人の受験があり 、

日 時 2007年 2 月14日(水) 13 : 3 0 - 16: 45  パネリス トーシャ一つ相・星加文彦、骨折サント・赤 12月の合格発表で1. 026人が受かった。合格者を見ると、

会 場 大 阪 商 工 会 誹ifi 7階・国際会議ホール 松茂、読売新聞東京桝士 ・岡部匡志 コンサルタント業と学生がそれぞれ20%以上を占めて

大阪市中央区本町橋2- 8 コ ディネータ一千葉大学教育学部 ・腹川大祐 おり 、次いで行政、造園業、建設業のi I I 買とな っている。

「住文化サロン・セミナーj を定期開催

Y K K  AF司紛は昨年10月から住まいづくりや暮らし方

のヒントとなる情報、文化的・歴史的視長からの住知

識の情報を発信するセミナーを開催。参加無料。

会 場 Y K K A Pショールーム品川

東京都港区港南2- 15- 4 品川インターシテ ィ

ホール棟8 1 (J R品川駅南口より徒歩 8 分)

定 員 40人 (定員になり次第、締め切り )

申込み希望者は、Y K K A P ショールーム品川あて

に、F AX (03- 3472- 1361 ) かホームページ

(h口p:l / www. ykkap.c o.jp) で‘0

・知らないと損する棺続対策の新常識

一一土地評価の実態と節制慌について、講師に森田

義 男氏 Ｈ 干慰霊士 ・ 不動産 鑑定士 Ｉ 針 ｬ￬ｾ 、て聞く 。

日時/ 2007年 3 月28日(水) 14 :  00-

. 成功する田舎暮らし、失敗する田舎暮らし

一 一自ら週末の田舎暮らしを実践する小川好之氏

(新・回舎暮らし大学学長) が住まい方のコツを教える。

日時/ 2007年 4 月24日(火) 18日寺~

第10回マンションライフフェア「集住博2007J

. 集f主1専2007 (入場無料)

会 期 2007年 6 月 9 日(土)- 10日( 日)

会場此花会館「梅香劇大阪市此花区西九条

J R環槻嘆「西九条」駅下車、徒歩 5分

内 容 主 催 者 テ ー マ 展 示、イベント会場、相談コー

ナ一、出展企業 (団体) 展示等

. マンシ ョンの安全・安心図画コンクール

テ ー マ 「マン ショ ンの安全 ・安心j

「ながく・たのし く・あつま って 住むj

応募聞各幼稚園児、小学生、中学生

応募締切 2007年 2 月20日 (火) 必着

問 い 合 せ 第10回マンションライフ実行委員会「マ

ンションの安全・安心図画コンクール」係

〒530- 0044 大阪市北区東天満2- 8- 1

若杉センタービル別館集合住宅維持管

E掛語税務気付 T EL  06- 4800- 0230 

. マンシ ョンの安全安心アイデアコンペ

広義な意味でマンションの安全安心な暮らしをテーマ

にしたものを自由に想定して、提案を 1 建築的な提

案をはじめ、製品やシステムの開発、暮らしやコミ ュ

ニティの仕掛けなど、自由に想定する。

応募酎各 →宣の部、およひ高校生以下の部

応募登重量 2007年 4 月28日締め切り

作品提出 2007年5 月17日(木) までに郵送を原則とする。

提出要領 A1用紙横使いで、タイトル、提案趣旨の

説明、イラスト、図面などにより 1 - 2枚

にまとめる。表現及び仕上げ方法は自由。

審査委員梶浦恒男 (大阪市立大学名誉教授) ほか

賞 ・→生の部

優秀賞 1点30万円、佳作数脊、各 5万円

・高校以下の昔日

優秀賞 1点、佳作数名、いずれも記念品

登蹴募「マンションの安全安心アイデアコンペj

係 (集合住宅維持管1到鮒語気付)

「力ワサキワールドJ とnくOBEとんぼ玉ミュージ‘ アム」の見学会

NP O法人「企業ミュージアムの協会j の、早春の企 10 :  20J R元町駅東改札口集合→10: Ｔｾ Ｎ走歩

業ミュー ジアムの見学会は、神戸に赴く 。 でカワサキワールドと海洋博物館見学→

・ 「カワサキワールドJ (神戸市中央区波止場町) 12:  30中華街で昼食→14 : 15K08Eとんぼ

川崎重工グループの歴史と、陸 ・海 ・空に向けて駆使 玉ミュージアム集合 ・見学→15: 40解散

してきた製品を紹介。所在地は海洋1専物館内。 定 員 30名

• f K08Eとんぼ玉ミュージアムJ ( 神戸市中央区京町) 参加費 →宣参加者2000円 (入館料含む)

丸いとんぼ玉。館内では 18名の作家の芸術性の高い なお、交通費は、各自負担

とんぼ玉を鑑賞。またとんぼ玉の制作体験も可青色 申込み企業ミュージアムの協会事務局

開催日 2007年 3 月 3 日 (土) 10 :  20- 15 :  40 T E L &F AX  06- 6872- 0969 
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Mi l ano Sal one Tour 2007 

4 月18日- 23日に開催される世界最大規模の国際家

具見本市「ミラノサ口ーネj 。インテリアのトレンド

をいち早〈発信する場として、さらにインテリアのジ

ャンルを超えた「デザインイ ベントj として広〈関心

を集めており 、2007年は、隔年で併設される照明の

見本市 f EuroluceJ も同時開催する。

今回のツアーは下記の通り催される。ツアーの詳細や

申込方法は東京デザインセンターのホーム頁 (h口p: //

www. des i gn- cent er .co. j p/ about _ t dc /  i  ma g e/  

i nvi te/ j tb2007 _ mi l ano_ sal one. pdf ) を参照。

最少催行各コース20名

コ ー ス A コース/ 2007年4月16日(月) - 2 2日( 日)

添乗員同行、￥311 ，000-

B コース/ 2007年4月17日(火) - 2 2日( 日)

現地係員、￥271 ，000-

申込締切 2007年 2 月28日 (水) 必着 (先着順)

問い合せ J T 8海外旅行虎ノ門支庖

T E L  03- 5512- 0530 

f街づくり・流通ルネサンスJ

日本経済新聞社の主催で、出展1，216社を集めて総合

ｾＷ 示会か閣かれる 。 主な展示会は以下の通り 。

会 期 2007年 3 月 6 日(火)- 9 日(金)

10 :  00- 17 :  00 (最終日 16: 30)  

会 場 東 京 ビ.ッグサイト東ホール及び西ホール

. 建築 ・樹 据2007

一 一2006年 6 月成立の「住生活基本法」の骨子を紹

介するとともに、住宅政策の転換期において活用か湖

待される掛オや住宅設備、景観材料などを展示する。

・ライティング・フ ェア2007

一一世界を代表する L E Dメーカ一日亙化学工業が初

出展。また、蛍光灯に取って代わる次世代照明「有機

ELJ の技術研究を行っている有機エレクトロニクス

研究所も初出展する。

. S E C URI T Y  S HO W  2007 

一一セキュリテ ィ事業を手がける国内大手電機メーカ

ーの出展。三大警備封土の出展。また、顔面像、樹立、

手のひら、虹彩など個人認証技術を用し、た入退管理シ

ステムや情報漏えい対策システムの紹介など。



特集「学校新時代J 協賛
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AVシステム・設計・施工・販売・メンテナンス
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特集「学校新時代j 協賛

株式会社青井黒板製作所

教育とコミュニケーシヨンの環境を創る

大阪市北区西天満 6 丁目 5 番 8 号

TEL 06 ( 6312)  6321 

FAX 06 ( 6312)  6320 

URL:  ht t p: / /www. aoi kokuban. co. j p 

E- mai l :  i nf o@aoi kokuban. co. j p 
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企画 ・日本建築協会。フロのノウハウ 。

現場で学ぶ

定価2 1 0 0円 (本体2 0 0 0円)

四六判・ 2 2 4頁 I S BN4 ・ 7 6 1 5 ・ 2 3 9 0 ・ 5

著玉水新吾

雨漏り事例奄ちとに説く

ト弓令ILO>砂い家づくり

〒600- 8216 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

tel 075- 343- 0811 fax  075- 343- 0810 

ht t p: //www. gakugei - pub. j p/ E-ma il inf o@gakuge ト pub. j p 

6学芸出版社

雨が漏る前に

住宅の雨漏りとは

雨漏りの要因

雨漏りの事例( 屋根~軒先編)

雨漏りの事例( 外壁編)

雨漏りの事例( バルコニー編)

雨漏りさせないために
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小特集

伊丹産業株式会社 埼玉精米工場

設計株式会社安井建築設計事務所

監理株式会社安井建築設計事務所

施 工 建 築 株式会社大林組

空調・衛生伊丹産業設備株式会社

電気 伊丹産業電気工事株式会社

生産設備 株式会社サタケ
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ー -- 直 面 謡 臨 戸 時 画 面 孟 孟 孟 : ; .，....，. .  1  . ' :  ::: - ，._ ｾ＠

敷地東側のアブロ チより正面が精米工場棟、手前左側が糠棟、右側が事務棟の配置構成と芯っている。正面に見える大きな円弧を揃くキャノピーが工場のア

ブローチに特徴のある表情を持たせている。

1-::: 11.温. ・・'.. 

子 山 口

一 一 一一一一一 ー• • • • • • 

令ち

敷地の中央は大型車両の動線を考慮したスペースを設けた敷地利用計画。

見学者用の精米工場棟正面工ントランス。
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天井面をフラットに仕上げることで、防鳥対策に配慮したキャノピ一。 ナトりウム灯による防虫対策に配慮した外部照明計画。

精米工場棟南側壁面には縦に繋がる給排気ダクトスペースを設け、建物の関口部を集約している。建物デザインは低層部をダークグレーとし、上部はスパンドレル、金

属パネルのシルJ ¥一色を採用し、コントラストを利かせた建物色彩計画としている。



精米工場棟の建物デザインに呼応するような構成とした事務所棟。コーナーガラス部は、工場敷地内を一望できる見学ロビースペースとしている。

キャノピーの大屋根と工場棟の屋根の水平線を強調することで、シンボリックな建物構成とした精米工場棟。

45 



安心・安全のブランド創りをめざした新しい精米工場

かつて、杵と臼で人の手によって白米にしていた時代から、水

車を利用した精米法ヘ、そして明治時代には大型機械を用いた

精米法が確立され、大量精米が可能とな った。現在では、お米

のー粒ー粒にこだわり 、もっともおいしいとされる白米の状態

まで、無理なく精米されるハイテ ック技術を搭載した精米機械

により精米される時代とな った。 そして、食品としての白米へ

の意識も高まり 、米に含まれる異物やカメムシによる変色米を

選別可能とする識別工程も確立し、食の安全性をさらに高めて

機能性と効率性を意識した配置計画

精米工場棟、糠出荷棟、事務所棟の 3棟による配置構成とした。敷

地中心部にまとまった大型車両の転回スペースを確保し敷地内の自

由度を高めている 。出荷仁l、荷受口上部にはおおらかな円弧を描く

約1600ni の大而椴のキャノピーを設け、雨天時での作業の効率化

と直射日光の遮[ 肢を図っている 。また、敷地の西側に精米工場棟を

配置することで、西日対策としても有効に機能している。

生産ラインを意識し、明快な構成とした工場棟計画

本工場の出荷までの流れは玄米荷受工程→玄米精選工程→精米工程

→白米精選工程→白米仕上工程→計量 ・包装 ・出荷工程といった一

連の生産工程がある 。これらは入り組んだパイプラインにより連結

され、各々の工程へと運ばれている。これらの生産工程を意識した

室配置と階構成を行い、工場内での明快なプラン 卜配置構成を試み

た。工場内はその平面構成及び立体織成をできる限り直線的に配置

している 。各階の平面構成上ほぼ中心位置に廊下を設け、工場内で

の作業動線や見学者動線として明快にしている 。エアシャワ一室の

導入により、室内空気清浄度を一般室と区別 し、空気の流れを建物

の中心部( 正圧) から外部へ流れるよう 制御 し、これにより外部か

らの虫の侵入防止対策となり、清潔な生産環境を確立している。

見せる工場を目指した計画( 企業の新しい顔づくり)

精米工場棟は精米を行う工場としての機能に加 え、生産工程を理解

するといった「見せる工場」としても 配慮した。入り組んだパイプ

ラインで繋がる各生産工程と機器を廊下から見学ウインドウを通し

て見る乙とを可能にしている 。これにより 、より生産工程の深い理

解と高いレベルの安全性を確保した食品工場としての印象を与える

ことを意図している 。建物意匠は、工場そのものを企業の広告塔と

して位置づけた意匠デザインは、 印象深いおおらかな 円弧を持つキ

ヤノピーと工場棟の屋根の重なりで、強いシンボル性を表現した。

また先端的で、あり、かつ清潔感をも表現する金属パネルによる外壁

の構成によって最先端の企業イメージを印象づけている。
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いる 。今回の精米工場ではこのような高い品質を確保する食品

工場として、清潔さを最大のテーマとし、これに加えて複雑に

関連する精米工程を明快に整理したフラントの配置構成を試み

た。明快な工場とし、「安心・安全j を見せる工場づ くりを目指

した 最新の機能とコンセプトを備えた精米工場として企業の新

しい顔となることを期待する 。

(山田功次/ 株式会社安井建築設計事務所)



構造計画の特徴

耐震性と機能性を特に重視した構造計画とした。建物の両躍安全性

は、建築基準法に定める市慢性能レベルに対して、重要度係数 1 =

2.0の確保を目標とし、精米プラン ト用空間を無理なく実現するた

めに上部架梢には鉄骨造を、重量荷重を支持する ＱＱ ｾｾ および機械振

動の号滞が予想される部位には鉄骨鉄筋コンクリート造を適材適所

に組み合わせた架橋F重別とした。作業場を兼用したヤード上屋は機

能性とデザイン性に配慮し、短辺方向17m、長辺方向22.5mの大ス

パン架梢を採用した。

設備計画の特徴

計画のポイントとして、第 l に各部屋の清、浄度及び、大量のエアー

を必要とする生産機織による給排気量差を明確にする事、第 2 とし

て、虫の侵入を| 妨ぐ対策に重点をおくことが挙げられる。各生産工

程における生産機器に配慮、した換気量を特定し、室内の給排気バラ

ンスを整理した。各室の清海度区分と室内圧を |如制七し、清浄度区

分の高い室から低L、室へ差圧夕、ンパーにより気流制御を行い、空気

が逆流しないようなゾーニングとなっている 。また、給排気塔を建

物側面と上部屋根面に集約し建物内の風の流れを整理することによ

り、洗練された語、匠デザインと共に合理的に機能の確保を図った。

作業者の工場内での消潔性確保のため、清潔作業区域へ入る場合に

は手洗いかつ消議を行った上でエアーシャワ一室の扉が開くように

自動センサーによる開閉制御を行っている 。

次に、清潔な工場としての機能確保と作業性の両面に岡町直し虫対策

として建物内部の|場圧化を図っている 。新鮮空気の取入れには防虫

綱、又はフィルターを設置しこれらの交換やメンテナンス上、日常

の点検を簡易化し安全性にも配慮して高所には設けない計画とした。

照明計画として、お米に必要な品質確認照度および、ランプの種類を

選定し、品質の高い製品検査が出来るよう計画した。|りJ! E 対策とし

て、照明器具は外部ブラケットを低誘虫ランプ、 トラックパース部

分にはナトリウム灯を採用した。また、工場内の照明ランプはすべ

てを飛散防止付ランプとし、安全性の品質向上を図っている。

[ 建築概要]

所在地

建築主

主要用途

敷地 面積

建築面積

述 床面積

建ぺい率

容積率

構造規模

最高高さ

地主主地区

[ 設備概要]

電気設備

的玉県鶴ヶぬ市三ツ木新11可2丁目 8番地8

伊丹産業株式会社

精米工場

10，396.87ば (3，145.05珂1)

5，994.98rri (1，813.48J;I')  

ll ，827.80rri 

57.66% 

113.76% 

上部S造、下部SRC造

29.25m 

工業専用地減

受電方式 高圧 6.6kv ｬ ｬｔｉＱ ｾＱｩＡ受 ｗｬ

設備容量 2800kva 

契約電力 1300Kw 

電気設備他 I TV設備 7台 防 犯 お よ び生産 ライン状況確認

カードリーダ- 6台生産エリアへの入室管出

渦泊，U. Q' センサー 16台ー ri'i 米タンク室および作業室のコントロール

梢 I " I LAN 14台 本 社 と の 桝 内L A N桝築

梢内P トIS 17台構内にて共通のP HS アンテナ設位

このように、精米生産設備の性能を発揮するためのバランスのと れ

た設備計画とした。

生産設備の特徴

地玉精米工場生産設備は食品業界から強く求められている「安全 ・

安心j という観点に応えるべく「正直精米」をポリシーとして「見

せる工場j をコンセプトにした。そのポイントとして、

①工場内部が 「清浄度レベルによるゾーンニングj がなされている

ことにより、原料となる玄米荷受工程から精米加工工程そして計量

包装工程という流れの中で、製品となる白米工程から厳しい衛生管

理を行うシステムにより、衛生的な製品作りが可能となった。

① 「高度なコンタ ミネーション防止対策j は、米穀業界で問題視さ

れている異品種の混入を最大限防止する設備となっており、搬送設

備は 「下から上へは空気輸送設備J r上から下へは自然流下式j を

採用し、お米への負担を最小限に留め、さらに原料から混入してい

ると恩われる異物に関しでも「大きさ・比重- 光学式 ・磁界J を利

用した選別機でチェック・選別を行っている 。特に光学式選別機に

おいては「玄米荷受時 - 精米H寺・計量包装|時」の 3段階でチェック

しており、ここで「色の付いた異物・無機物 『ガラス ・プラスチッ

ク ・石他J J などの除去を行う 。

① 「入荷玄米の残留農薬分析 ・DNA品種判定j は、消費者の方に

お届けするお米が安全で、安心で、きるものかを残留農薬分析装置を使

用してチェックし、品種に間違いが無いかDNA品種判定装置を使

用してチェックを行うシステムを採用している。

① 「トレーサビリティシステムの導入j は、精米工場に入荷された

玄米から出荷した製品までのd剖査をF Aコンビューターで記録して

おり、品質確認の必要な箇所以外は全て密閉さ れたラインを流れて

いるため、消費者より問い合わせがあった場合で、も正確な情報を提

供することが可能となっており、精米F Aコンピューターでは「設

備の運転・工程の監視 ・在庫の管理j を全て操作室にて操作 ・管理

を可能にしている 。

空調設備

空調方式

衛生設備

給水

給湯

排水

ガス

防災設備

消火

排煙

ガスヒートポン プマルチエアコン 17系統

受水品!!i+!]1I 圧給水ポンプ方式

ガス給湯器による個別給湯方式

汚 水 車HJI 水 機 械 排 水 の屋内分流、屋外合流方式とし浄化地を経て

公共雨水本管に放流

パJ レクタンク 3t x2基

消火総・屋内消火栓設備・屋外消火栓設備・連結送水管 ｉｾ ￯ 火水榊 ｭ Ｓ

自動火災報知設備 ・ 非常放送設。 ｷ Ｎ 防相 ｼ 煙連動 ｦｬｩｬｊ 街 ｬ 設 ｬ ｩｉ￬・ 誘導灯・ ｾ ｉ ￵

Ｇｩｪｾ 照明

機械割|煙
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小特集「伊丹産業株式会社燭玉精米工場J 協賛

伊丹産業とともに躍進するグループ会社

卓越した技術力で地域社会の発展に広く深く貢献

町1 M

伊丹産業設備株式会社

【本社】

〒664 -0836 兵庫県伊丹市北本町2丁目 255番地

TEL (072)  777-0001 FAX (072)  775-1185 

【営業所】

高槻・羽曳野・京都・東播

【事業内容】

一般ビル空調・給排水衛生設備・消防用設備工事

L P Gガス設備・都市ガス設備・ガス器具設備

恒温恒湿設備、冷凍・冷蔵設備、クリーンルーム

音楽ホール空調、除外処理施設、医療施設工事

伊丹産業電気工事株式会社 耳 金

【本社】

〒664 -0836 兵庫県伊丹市北本町2丁目 259番地

【営業所】

羽曳野

【事業内容】

一般ビル・マンション電気設備

L Pガスプラント・ガソリンスタンド電気設備

火災報知設備電話・ L AN設 備 防 犯 設 備

交通信号機工事

伊丹産業検査株式会社

【事務所所在地】

干661 -0982 兵庫県尼崎市食満3丁目 3番33号

TEL (06)  6494-8181 FAX (06)  6498- 0065 

【許可】

指定保安検査機関 (経済産業大臣・原第22号)

高圧ガス保安協会認定検査事業者K P - 6号

【事業内容】

指定保安検査機関としての保安検査の実施、 L Pガス、

一般高圧ガスプラントの点検、法定検査及び設計施工

を通じ、顧客の自主保安を確保するために、高度な

検査業務を行っています。

URL :  http: //www. i tami - grp. coj p/ 
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「建築と社会」誌

て正6年 3月 に 誕 生 し た 日 本 建 築 協 会 本 建 築協 会雑誌」 、 さ ら に1年 後 に は おりで、パックナンノ Tー購入希望は、

( 当 時 ・ 関 西建 築協 会 ) の 、 機関 誌 「 建 築 と 社 会 」 と 改 題 し 、 今 日 に歪 日 本建 築 協会 事 務 局 (T E L 06- 6946 

は 大 正 昨9月 に 「 関 西 建 築 協 会 雑 誌J っ て L、る 。 6981、 F A X 06- 6946- 6984) ま で。

と 題 し て 創 刊 さ れ た。 大 正8年 に 「 日 取 り 上 げ て き た 特 集 テ ー マ は 下 記 の と 販 売 価 絡 は1200円( 送料・消費税合)。

特集一覧 ・198ト 2006

主

2

£

J

A

υ

t

示

。
。

，
。

9

d

 

'

E

V

 

1986 

vol. 67 

1987 

vol. 68 

1988 

vol. 69 

1989 

vol. 70 

1990 

vol .71  

1991 

vol. 72 

1992 

vol .73  

1993 

vol .7 4  

1994 

vol .75  

1995 

vol .76  

1996 

vol. 77 

1997 

vol .78  

1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81 

2001 

vol. 82 

2002 

vol. 83 

2003 

vol. 84 

2004 

vol. 85 

2005 

vol. 86 

2006 

vol. 87 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 J J  12 

- 自111陣式への過 ・ 情報化を ・ ホーJレー ・ 建物の1<1，1- ・建築と水の ・ 綾合一人体と ・ 村野藤吾の

・ 大阪i丹物語* ・ 東海の現在 寸隙草安jは車 めぐるl l ! 築。 それが生み j詰近の ・ 大阪同際 部H1¥ ・ 1$市と{ 趨liJt 建築にみる一 一断章 ・ 第32回

と近未来 ・蹄柑の基障を 都市市Jlti'l f" す文化ー 外虫材料 見本市新全地 ・ 神 戸 研 究 ・ スポーツ ・ ｈ 世田 ｩｴｦＡ Ｇ ，ｾ， Ｎ ・ 伊勢湾をめ 15年技術者

考える 一 li 1;; 学 園 都 巾 ぐる* 海

- こtl からの ・ 屋棋ーその ・且It デザインー ・ インテリジェ ・ 建築防災 ・ 閲覧その制E

世間lー肺型 デザインと ?;;肌品 川ピルの ・ 自治体色織 と法 ・ 2 1由紀の 的仕掛1NJ 躍を ・c油 一 ・ オフィス空間 ・ 第 33 1iTI ・ j Z J Lヨン

集合住宅にみる 紫材 ・ これからの 建築設備 と公共建築 ・ 大阪市庁舎 住古と設備 品とめτー その応聞と展開 の構成 1・'ii l'- 技術者 とリニュー7J レ

防水工法 計画 (第 2JUJ) ・ ツイン 21

• Jti' 蔵 保 管 ・ 建物と町並みの

・ 入浴物語 ・ 腐食 ・創立 70周年 ・ Wd動する 施設 ・ 室内の仕上床 ・ 駅 ・ 行政建築家 ・ γ ティホテル ・ 宝塚の 接点 ・ 第341国

記念勾 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 術づくり* ・ l昭和設計 15年技術者

体育会館 作品集

・ 軟弱地盤 ・ 股備における ・ 中国地方の展望 ・ 集合住宅の ・ 第 35 回

・ ホテル物お と基礎 L ? と ・ 他物の外装 ・ 都心居住 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 市l仮 * ・ 超高脳住宅 リ 川γ .1.* ) '戸 時 制 ・ 制 テ レ ビ

・ 文化と伝統一草 川 個ii 弘通品 リフレッシュ・ まは品 !!(!印IJ • を考える ・ 大阪府営普 ・ 800号記念事

樺からの報告 作品!ι

• '1 ゾート ;Ii 情 ・ 色の il1村d ・ 't ，力化の "" ・ 構造のi ' i ) J 化 ・ 都市環境創造

・ 仰 の そ る . 竹中工務防 ・ 東i抑 制 聾 ための材料 ・ まちづくり ・ r. 'i覧会と ・ m市環境印rJ .i1l . 建築と 7→ ・鹿島埋設大臣主届 と設耐H ・ 第 36 回 ・ 最近の博覧会

輸送技biu 創立伺周年記志 と伝統技術事 工法 と法 まちづくり と設備l 盟事設計部作品集 ・ ユーザ一番加 )lj'11:. 技術者 パピリオン

のハウジング

・ ｾ￬Ｑｩ ｩ のｉＤｲｉｩ ・ プレハブ ・ 世聾車のための ・ r . s 強度化- ・ やわらかな ・ ｉｦｦｩ ｩｾ のナイス ・ 第 ＳＷ 回 ・ 高紐盛一世柏町

・1111 ・;JJYス .1詩 文 帥 ・ スケールhS 22fzz ・553長会 ? ? 佐 ス ?1211 2T3丸 . ぷぬ締 .12rzt ff??2 
トススタデ i - < . "  -， - 1量1PI の歩み 展望と景闘$ 外装材

・ 新しい都T I i ・ オフィスー ・ 亦海支部 ・ 今. 京都 ・ ｾ築と土木 ・ 世筆を的ぐるトヲ ・ 空聞の7イデン ・ 白拍体住宅 ・ 建築と土木 ・ スリムでタフ傘

空11¥1づくり . Jよる115問 1ir』30問年 ・ 大阪航海上 ・2252232 ・ 語刷本社ピル ・ 一般 号 * プルt その鰍 テイテイ 附への器言 ー構造技術 . 2GLLhL

- 1ー づくり一 日 1;' 今 ピルデイＯｾ 商畢ピルによる ・ 近畿地方挫説 ・盟且現場町イメ ・ きんでん写真集 ・ 大持組曲IJ ;1l のI l t Wー をRえる

- ・ ｩｬＡｾ匹の風景 山 ν トススタディー 同位納部 ージアップ作鞍 ・ 大連盟jt40周年 1  0  0年記念 ・ 軍38断刺繍Z γ ンボジウム

・ 夢物E泊 ・ こだわりの ・ 建築と ・ 世聾まのための ・ 簡 ｾｊ り、住まい ・ 木情遣を使 っ ・ ｊ 事者一 ・ oj' 国地方の ・血古で E 置の ・ いま建築教育

人がかわる、 インテリア デザイン 担備H除血合 ・ I出 糊 境 制りー住宅掴 てみませんか 盟聾分野への 町並みと建築 . 円』:T3E に何が期待 ・ 京のかたち

まちが州るー ・ 近畿の郵政盛 一束樺支部- . 高層住セの誼輔 州ての述築 ilill 備公間関西 一 肌tに 限りなき可能性 まの[ 諮り. 夢、 ?ィン2トリーム されているか と色

聾15年の歩み システムー 支社 10周 年 一 よ る 構 凪 寸 作品J . を 財

. 簡繍骨粉情E ・ 環境 ・ 映画の中の ・建築の再生 ・ 国情事ルレト ・ 軍 Ｔ 咽青年 ｾｬ 制

. 東僧連軍事暗所 ・ 大阪府営繕 ・ 東i障の主術館 ・ TIi民j: HJ 砧の 限りある自然 ・ 都市の インテリア ー構造技前の ナーソップの ・ 福祉の ・ 都市製住宅 ・ 理噴一人に

制立剖周年 間物館 舞台［ｭＺＨｾＱｩ と也聾との スカイライン ・ 1I いはんなプラ 役割一 可能性 まちづくり 再考 ぞさい喧! nJ即l

記Z 附 嘆 かかわり ザ・住友ホール ・大阪市営総 遣をめEして

・ コピー文化の . 九州のインス ・ ｉＩ ｦ ｾｾ ・事 Ｑ Ｇ Ｚ 向 ・ ｩｬｬｧ 距のエヰ ・ i羽田に向か . f主主主II¥Jにお ・ まちなかの ・ 水 と ill 築 ・ 盛聾誼髄のCG ・構造美一 ・ 首 ｾ ＴＱ 回
新時代 タレーション 式11' il'l 宮と J レギ- : / ス ってー会 ｦｾ ・ いま、低1] ; ( ける居どこ 右板 ・ 日 本 辿 築 ソミュレーンョン 建聾の' 1' の美 ＩｾＨＱ Ｑ ＺＮ 技術 古

・ 広品の街骨ll と貌 事 ｴｲｬｾｾ 界限Ｊ テム 作品 *  施設は ろへの悦点 ・竹中工務庖 総合試験所 ・ 村野、轟建築 ・ 集合住宅団地 ・ 関西国際空港

7ジ7曲技大n h' の集合住宅 事務所 リニューアル

・ 光がつくる ・ 飛l}j i . J i iCl ・ トイレから ・ 私の空ｲＺ ｉ ｊ ・ 新しい 「 都 ・ 弘ｾ策柵遣と ・ ｾＴＲ 悶

j民合の 世界 ・ 昔ー騒音から ーまちの活性化 ｲｾ た都市 ・ トイレ空! l . ¥J ・ 般合 ・ ユニバーサル 作i -1; -一会n 市 弘II 築J 社会の傍点 ・ ライブライン tf 年技術古

*  操音/ 制音へ と地方文化* 文化 ・ コスモタワー デザインとは 作品 の税ｽｾＢｴ *  ・ [1建設別* と建聾設繭寧 ・ 滋賀県建築課

- 阪神大i ! . ! 災 ・ 大臣府住宅 ・ Jil i工 そ の ・ 立 f.j;駐Tド品1 ・ 史書 I 非常時に ・ マルチ ・ o新の大規模 ・ 初空間作法 96

から学ぶ 供輯似凶l立 地方振興と JQ: ulii 生きる怯体系 ・ いま、プール ・ 1七まいの メディアが ・ キーコンセプト スポーツ競技 ・ 九州 の元気 ・ 軍品目古可 ｾｬ 補者
*  狐青年 ｦｾｨ 文化 *  ・ 大生llJ 盟，1十 ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来像 つくる世界 の新時代 施設の設備 ・ りんく河3作品 ・ 近嘩地世世掃部

- 建築のロン ・ 車描支部会日作品 ・ 制立 80周年f i ・ f1むき主11¥1の ・ 新エネルギー ・ Ｙ ロスワード ・ モザイク廊 ｩｬｩ ・ 私の さ ｾｉ Ｏｊ ｊ ・ 第441副

グライフ 化 ・ 鉄ものがたり ・ t担 任 魁 t I般と批祉会 ・ 椅理事柳時 復興4 蜘 ・ 釧の不思議 ・ 住宅ー都市 部1I iO以KA の住むかたち 作法 w年技術白

をめざして キ ｗ｜ＴｾＧ 勝 一80}.OJlI!- . 控耐とそのII草 創と覇 ｴｾｉＮｾ Ｍ ・ 大阪ドーム 戦備公団改 キ ・ l昭和叩 1 ー全員作品一 ・ Jir-ffl )駅ピル

・ 住昌世間関西支1I 1(i への提言 40 周年

・ 前しいまちづく ・ Concrete ・ 東海支部 ・ 心と f*を ・ l 1! 聾設備 ・ 弘l! g高への祇 ・ ゆれをとめる ・ 私の空! 日|作法 ・ 如姻育制t荷台

りの干思 ・ 九州とわたし 会n作11-JI ・前世みの油I s - ・ 生活環境の ・ 地味日1境 元気にする ピルメンテナン 宮 . 98 たえる技術 ・ 2001年の医蝦 ・ 駅とと bl: 事んだ

・ 蜘 雌 開 所 そして建築、 ・ f3iU一酬と .l 近の丹構Mfl 安 全 安 心 保全と述築 インテリア ス町立掛から - 211世紀に からカか‘ わす 施誼 j胆R西日本馴町別目2

制立“ 周年 その周A叫L坦t 向けて j技史術へ

・ らしさ ・ ! I ! 潟支部 ・ 関西珪聾wの撞 ・ 改正建聾基準法 ・ 7 - パンイン

のデザイン ・ 大 阪 市 附 ; .  ｾＸｾｾｾｩｩ ・ 伽 Ｑ［ の れと醐謙三町 ・ 大阪城天守ISI ーまちづくり ・払の自でみた テリ 7-lffiili . 木とともに ・ 制空間l作法 ・ 第46悶

・ 盟聾を紐どる 'II' i備局 陣置と地岐文化 パブリック 足跡をたどる 平成のよ改修 すまいづくりへ 環境問題 空IIUとしての i' i'
i
1' tIi 術者

小枠止を ｉｾ 仕掛λ のPi 柵聾 の展開ー インテ ' }7

・ 21世配のデザイ ・ 中国支部ーしまS ・ ) I [ 海支部 ・ 割る一割定方法 ・ 改正ill 築 ・ l∞年桂への ・ 米I l t 紀に ・私の空間l作法

ン刈の蜘蜘を叫Hる h淵鰍/: ' 姻地糊方 . 品釘u哨L鵠;R; . 品;詳3?打; と掴定結鼎が . ?77:以;& 雌 法 メ7パセ一ジ 引 き時縦ぐ←一 .糾H時州附寺刺刊l附品川| →引l口 州1羽{

. 安刻j井ト地盟基ll!計↑事揖 町宙つ〈り一 の握 J ! 柄止 e 意昧するもの ，，(-ト 11- ・ 日4世辿II 設3計tC制4葉 わざ、志の、 . 2引l世紀の高齢 It'tμ内11ドミ技f柿術4柑i者

一 E坐 盟L 一 一 一 一 一 」 主 立 竺 土 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」 盟 主 - - - - 斗 二 一 一 一 一 一 一 一 主 盟 堕 生 一 一 一 一 一

・ エヌティ ・ 21世紀の述 ・東海支部 ・ ｉ ｔ 社会に ・ 自然輩材をめ ・ 成熟社会を ・ 現代の ｈ 本 ・ ｭ 一重紋ＯＺ向 ｉｪ ・ 建築の Ｉｊ ・ ｾｾￎ ［ｮ ・ 私の空間l作法 ・ 第48阿

テ177 シリ 築設;n教Tf 会員作品 おけるきず ぐる「もの ささえる の ｾ ｬ ｬｉｊ 文 吟できるこ，- 1 $ 市の力 ・ m市基盤盤 ー全日作品ー 背年技術者

アィーズ ・ 岐阜大J i i な わざひと j まちづくり 化を探る ・ 鳩蹴一作品骨量 ｦｾ￺ 公団関西 ・ NHKk官脳会臣

l鰯-2001 支社 大臣歴史首相国 *

・ 1'1土交通i ' i ・ 再生 リサ ・ 東海支部 ・ 生前環境の安 ・ 塗装の ・ 都市再生にItj ・ いi インテリ ・ ｬｬＡ築をささえ ・ 主ｾｾ距とポラ ・ 時を超えて~ ・ 私の空間! 作法 ・ f;il 491亘|

近畿地 li 強 イクノレ 会 ｴ ｾ 作品 全・安心 いろいろ けた建築基地 7デザイン11 るセンサー ンティア サステナブル ー全日作品- 15年枝術者

備局岱綿剖i ・ 霊知名古w ーパート 2一 法ul 聞脱定の ・ 掛町 エンジニ 7' ) ・ 大阪市中央

*  晶り方 リパープレイ 1 ングの現在~ 公会堂

・ 東畑曲第;Ii 萌所 ・ 九州の地峨づ ・ J I ! 潟支部 . サスティナ同 ・ 珪聾と五感 ・ Iffi rli 計画法及 ・ コンハージョ ・ 介護と建聾- ・ 盟事とノｾ＿ル ・ 1J と揮しくつ ・ 払の空間l作法 ・ 第50mm
i
l'

&1立7附 くりまちづ . 2J 品官PJi ihLkflit- び 師 側 法 ンーインテリ 設備 7一眼的主 主前方法 一会1' 1作品一 枝 術 者 +-，'i '

くり の文化却とお れしの刊竹島 等の改正 7 から尭ri す 観的価値につい 年伎術省銀i

菌づ〈りをねるー るまちなみー τ~ 彰50年

・ 大阪市住宅局 ・ 都市緑化 ・ 東海支出i ・ i ' i リスクな ・ ' ) ニューァ ・ 地域H民主f* ・ Product ・銭湯~心地 ・ 建築家とは ・ 巴大j也鍵に ・ 払の空間作法 ・ 買151回

会n作品 ‘ 「まち再生」 ルの技 のまちづくり Design+  1  よさを求め 何か そなえて ー全日作品- ft 年技術者

・ 愛) l ! ! t l，lt 'i . - _ .. - :  と支援制度 て ~

*  

- 震災から ・ ff世やか」 ・ 東海支部i ・ 主ｾ築の経済 ・ ｩ よまい方の ・ 人工波 ｭ ・ ［ｾｉｾ ｦｴ に伝える ・ 改正建築基 ・ 火災から ・ ｾ｜＿ｬｬＡｩ の過去 ・ ｾの空間作法 ・ 冒 ｜ＵＲ 回
10"1'. . 長崎医療 全目作品2005 化 変化 I本j の世基 準法と景観 守る から未来へ ー金目作品 i'j' 年校術者

センター ・ 賊 1: お11. 脳づ ・ I坦甚と社会j 緑三法 *  

〈りへ町肩 ｴ ，ｾ 試み 1000号f ;z;

. 1$甘1".6司境デ ・ 「地方空港の ・ 東海支部会 ・ 都市再生の ・ 変容する家 ・ 身近な古エネル ・ 投J I"lglが伝 ・建築物の安 ・ 第53回 ・ 「セキュリ ・ もしも ・ 払の ｾＱ ｲＮ ｊｦｬ Ｇ 怯
ザインと参 l時代 J - まち n作，';; 112∞6 本1 ' ( - 光と 族形態と品 ギー~エネルギ えるもの 金 安 心 c，'i' i l:. 技術者 ティ J - 梢迂iが未 ー全日作品

川lのまちづ と共存するｾ Ｋｾ潟支部 彩のはざま たらしいライ ーをたくわι f f *  米へつなく

くり 港づくり~ 特集3部作 * で ~ フスタイル 効相'1i11する~ 拶 ~

50 建築と社会 ・2∞7.2

* は欠"'/





特別企画. 建築界へのメッセージ

knowl edge 

防水・人と地球にやさしい建物を目指しZ

京都議定書での国際協定を受け我が国も 2012年までに 6 %削減

を目標としている中、建築業界に謀せられる役割も大きい。そのよ

うな中、各企業も各々の専門分野で得意とする技術を駆使し努力を

重ねている 。

今回は、防水メーカーを取り上げ 「 人と地震ｾに優しい防水工法」

をテーマに今回と次号の 2 回に渡って紹介をして頂きたいと考え

る。

( 広告企画委員会)

- アスフアルト防水の歴史

アスフアルト防水( 熱工法) は、歴史的にも最も古く (100年以

上の歴史) さまざまな防水工法の中でも耐久性があり、高い信頼と

数多くの実績を有している 。それは、溶融したアスフアルトが防水

材料であると共に接着剤として働き、空隙を充填する材料にもなる

ことで、 ジョ イントや層聞を一体化させ、水の浸入を防ぎ建物の長

寿命化を実現してきた。

- アスフ アルト防水の問題点

今までのアスフアルト防水工法は、溶融時に発生する臭いや煙が

周辺住民を悩ませ、密集する都市部や住宅地での施工にかなりの神

経を遺 ってきた。また、その煙や臭いが環境に対しでも悪い影響を

与えるのではないかとも指摘されてきた。乙の臭いや煙の環境問題

は、永年のテーマで、さまざまな角度から対策を講じてきた。

※ 防水の豆知識

①臭いと煙を感じさせない防水工法

日新工業株式会社

女 炭酸ガスの排出塁を

7 0 %以上削減しました。

ＨＮ り こ 漉 ｴ ｾ 皮算書出・ ＱＮＮ ｦｊ迦Ａｾ ＱＧＱとし低 唱曾 で ｊｏｌＮ ぺ出
緊話E 守奇習r

SUI世陪 [ I I J 建省平国同写1 ! ! ｾ草苅Ｂ ヌＱＺ＾Ｎ 慢と ｴ ・

1111方志積町会 エネルギー ・工銭フロtt:>. 卦剥jtll

‘ ・[毘洞 )1;: ..<:>.

二 厳 Ｔ 出足 果関 必壇ｏ＼ ｾ ｭ 勺 【 ・ＱＩ

1田 町 r I  I  11 

見;; 叩ド'1 111寸

ぽI t Ol r I  I  11 

'"四r I  11 I  11 

官 獄 守管

減圃ｊＺ ＢＧ ｊν ｾＭ Ｈ ｫＮＮ ｨ 前 ＩＨＮＲＳ

唱を 消費エネルギーは

1/ 4 以下にたEりました。

【・2) 潤貧エネルギー._ ‘ 置同工濁用アスフ到しトE冒邑担

足祖国まで也I l 融恐凹司君! l f ! 6J 場開""' Tξ起に必哩

思ヱホルギー.

- 環境問題についての対策

溶融アスフ アルトの臭いと煙の解消に向け、今日に至るまで、さ

まざまなチャレンジをしてきた。たとえば、芳香剤を溶融釜に入れ、

フルーティーな香りに換える 。又、アスフアルト溶融H寺に発生する

に臭いと煙を抑えた環境保全釜・電熱式保温溶融釜の開発。等々で

取り組みを行ったが、それほどれも 二次的な対応策であり根本から

の解決策にはならなかった。 しかし、永年のテーマにピリオドを打

つアスフアル ト 「シクゃマー 卜EJ がここに完成した。溶融時に発生

する有筈物質を極力抑え、環境重視型のアスフアルトは、皆様方に

より 一層の満足をお届けできると私共、防水メーカーは確信してい

る。

① 防水の原点は? アスフアルト防水はノアの箱舟にも塗られていた !

神はノアに言われた“ あなたはゴフェルの木の箱舟を作りなさい。箱舟には小部屋をいくつも造り、内側にも外側にもアスフアルトピッ

チを塗りなさい" ( 創世記 6章 9 - 17節より)

① 日本でのメンブレン防水は、いつ頃から?

1905年( 明治38年) 従前のアスフアルトミ ックスによる防水に代わ って、アスフアルトルーフイングをアスフアルトで積層するメンブ

レン防水工法が登場した。即ち、近代建築の誕生である 。 ( 東京工業大学 名誉教授 小池迎夫近代建築|貯水工法のルーツを探ねてより)
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シグマート E のメリ ッ ト

①臭いや煙が殆ど感じられず、過密地域でも住民に迷惑をかけることなく施工ができる 。

②地域住民や作業員の健康維持と精神的負担を緩和する。

①亜硫酸ガス泌度は、 1  p p m以下で、 硫化水紫脱皮は、 測定限度以下。

①適正温度は、 170- 1W Cで溶融に要する燃料やH寺聞を大幅に削減する 。

⑤低温での施工のため溶融l時の消費エネルギーは 1/ 4以下に、炭酸ガスの排出量は実に70%以上削減する。

@ i シクーマート E者11市型環境工法j は公共建築仕犠と同等の技術審査証明を財団法人日本建築センタ ーよ り取得。

⑦有害ガス減少により、京都機定書の削減数値目標に貢献できる 。

;r n.:J:::l 1 防水総合材料メーカー

509001:  2∞Olllrl 取得 (RQ0004) htl p://www. nisshinkogyo.∞.j p  

目新工業赫武盆社

営業統括圃干120心025 東京都足立区千住東2-23- 4

T EL. 03- 3882-2571 ( 大代表) FAX. 03-388ト 8545

埋も皐いも感じない，環境に穫しい

勢多考回 Ａｦｯｾ

⑨B本アスファルト蹴繰幅五

本 部. 干103・0005 東京都中央区日本橋久総町9・2( 日新中央ピル7F)

TEし03‘ 5644・7651 FAX.03- 5644・0594
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ニューフエローデッキ施工写真

N Cテ‘ツキ( トラス筋付合成テ‘ッキ)

構造: 国土交通手?告示第326号による

耐火指定・建築基準法 ｾＶＸｾ の

26第1Jj'j に基づく大臣認定取得

ニューフエローテ‘ツキ( トラス筋付捨型枠デッキ)

(株) 日本建築センター評定取得 (BCj 認定一RCj 0108-02)

7  

エコタイプ(主事1J @2 20)

(工 )UI)

型枠、鉄筋等の現場労務が低減でき、工JUJ銀総となります。

解体、撤去の必要がないため仕上げ工事に早〈若手できます。

(安 全)

(品 質)

鉄筋トラスを使mしていますので配筋の乱れがなく、かぶりが適確で

お粉度の床配筋が待られます。

製品にキャンノ〈ーを設けていますので、コンクリート打設後のたわみが

小さくなります。

徴

Del i ver 

特

デッキを敷設することによって作業床となりますので安全性を確保できます。

多くの実験により仮設l時耐力を決めていますので安心して施工していただけます。

Cos t <コ刈

Enevi ron附 nt <現 境)

スラブ型枠の解体J倣去裂が不安となります。

経:I ，tのため人力で容易に取り付けができます。

I 型枠 ・鉄筋等の熟練工が不要です。 解体、撤去が不要のため産業廃棄物が発生しません。

建設現場での騒音、振動の発生が少なくてすみます。

Ｍｅ 民 ｴ ・ ｪｾｕ ｉｬＱｩＮ 郭 伺 ｕｴｩ 骨 量Ｎ

品株式会社富士昭サンマテツク
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肝

名古屋支庖

干4 6 0・0 0 0 8

名古屋市中区栄4 丁目 1 4・1 9(富田ビル5 階)

T EL.052- 242- 3605 F AX. 052- 242- 3626 

九州支庖

干812- 0013

福岡市博多区博多駅東 1丁目 1 6番8号 (ITピル7 階)

T E L.092- 433- 0088 FAX. 092- 433- 1  2 0 0  

本社 ・大阪本庖

干540- 0032

大阪市中央区天満橋京町2 番 1 3号( ワキタ天満橋ピル3 階)

T E L.06- 691 0 -0081 FAX. 06- 691 0 ・0 0 8 0

東京本居

干103- 0004

東京都中央区東日本橋3丁目 1 0番 1 4号( サンライズ橋4 階)

TEL. 03- 5460- 41 51 F AX. 03- 5460- 41 5 2  

03379- 2  雑誌


